
中

村

元

の

『
イ

ン
ド
思

想

史

』

つ

の

読

み

方

湯

田

豊
0

 

序

論

1

中
村

元

〔
一
九

=

一
-

一
九
九
九
〕
は
、

一
九

四
三
年

に
東
京
帝
国
大
学
助
教

授

に
な
り
、

一
九
七

三
年

に
東
京
大
学
を
停
年

に
よ

っ
て
退
職
す

る
ま

で
、
印
度
哲
学
科

に
お

い
て
教
授
と

し

て
イ

ン
ド
哲

学
を
講
義
し
、
停
年
退
職
後
死
去
す

る
ま

で
日
本

の
イ

ン
ド
哲

学
界

に
最
高

の
権
威
と

し

て
君
臨
し

た
。
中
村
元
博
士

は

『
東
洋
人

の
思
惟
方
法
』
上

下

〔
一
九

四
八

-
四
九
年
〕
、
『
イ

ン
ド
思
想
史
』

〔
一
九
五

六
年
〕
を
始

め
と
し
、
多

く

の
著
作

を
出
版

し
、
彼

の
著
作

は

『
中
村
元
選
集
』

〔決
定
版
〕

に
お
い

て
集
成

さ
れ
た
。

中

村

博
士

は
、
博

士
論
文

の

『
初

期
ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
の
哲
学
史
』
全

四
巻

を

一
九
五
六
年

に
刊
行

し
、

{
九
七
七
年

に

『
近
代
思
想

上

下

世

界
思
想
史
㈲
㎝
』

〔『
中
村
元
選
集
』

二
二

i
二
三
〕
を
世

に
問

う
た
。
中
村
博
士

の
研
究
領
域

は
比
較
思
想

を
含

め
、
非
常

に



2

広

範

囲

で
あ

っ
て
、

そ

の

テ
ー

マ
は
多

岐

に
わ

た

っ
て

い
る
。

し

か

し
、

中

村

博

士

は
本

質

的

に
仏

教

学

者

/

イ

ン
ド
学
者

で
あ

り

、

仏

教

な

い
し

イ

ン
ド
哲

学

に

つ
い

て

の
彼

の
研

究

が

最

も

注

目

さ

れ

る

べ
き

で
あ

る
。

中
村

博

士

の

『
イ

ン
ド
思

想

史
』

は
、

出

版

さ
れ

て
か

ら

長

い
間

、

多

く

の
人

々

に
よ

っ
て
読

ま

れ
、

一
九

七

八

年

に
第

12

刷

が

発

行

さ

れ

た
¢

わ

た

く

し

自
身

、

二
十

代

の
前

半

に
、

中

村

博

士

の

『
イ

ン
ド
思

想

史

』

を

読

み
、

そ

の
恩

恵

に
浴

し

て

い
る
。

本

書

は

岩

波

全

書

に
収

め

ら

れ

て
い

る

こ
と

も

あ

り
、

イ

ン
ド
哲

学

を

初

め

て
学

ぶ
人

々

に
今

後

も

読

ま

れ
続

け

ら

れ

る

こ
と

で
あ

ろ

う
。

わ

た

く

し

が

本

書

を

読

ん

だ

の
は
、

今

か

ら

四
十

数

年

も

前

の

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
本

が
出

さ
れ

て
か

ら

、
世

界

の
イ

ン
ド
哲

学

の
研

究

は

大

き

く

進

歩

し

た
。

し
か

し

な

が

ら

、

我

国

に
お

け

る

イ

ン

ド
哲

学

の
研

究

は

、

中
村

博

士

の

『
イ

ン
ド
思

想

』

に
収

め

ら

れ

て

い

る

彼

の
研

究

の
域

を

出

て

い
な

い
と

言

え

な

く
も

な

い

で
あ

ろ

う
。

こ

の
機

会

に
、

わ

た

く
し

は

一
人

の
読
者

と

し

て
、

彼

の

『
イ

ン

ド
思
想

史

』

を

読

み

直

し

た

い
と
思

う
。

わ

た
く

し

は

思

想

史

を

専

攻

す

る

}
研

究

者

で
あ

り
、

イ

ン
ド
哲

学

な

い
し

仏
教

に
多

大

の

関

心

を
抱

い

て

い

る
。

わ

た

く

し

は
、

わ

た

く

し
自

身

の

パ

ー

ス

ペ
ク

テ

ィ
ヴ

に
お

い

て
中
村

元

の

『
イ

ン
ド
思

想

』

を
読

み

た

い
と

思

う

。

わ

た

く

し

の

イ

ン
ド
思

想

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ

の
仕

方

は
、

も
ち

ろ

ん
、
中

村

博

士

の

そ
れ

と

は
異

な

る
。

彼

の

『
イ

ン
ド

思

想

史

』

は
、

ど

の
よ

う

に
評

価

さ

れ

る

べ
き

で
あ

ろ
う

か
?

中
村

元

の

『
イ

ン
ド
思

想

史

』

〔第

12

刷

〕

を

読

む

際

に
、

わ

た
く

し

は
中
村

博
士

自
身

の
目
次

〔第

一
章

-
第

十

一
章

〕

に

基

づ

い

て
読

む

こ
と

を

断

念

し
、

イ

ン
ド
思

想

に
関

す

る
中

村

博

士

の
見
解

を

簡

明

に
検

討

す

る

こ
と

に
し

た

。
章

ご

と

に

『
イ

ン
ド
思
想

史

』

に

つ
い

て
論

じ

る

に

は
、

わ

た
く

し

に
与

え

ら

れ

た
紙

数

は
、

あ

ま

り

に
も

少

な

い
の

で
あ

っ
て
、

わ

た

く

し

と
し

て

は
問

題

の

『
イ

ン
ド
思
想

史
』

の
中

の
最

も
重

要

な
箇

所

だ

け

に
論

述

を

限

定

せ
ざ

る

を
得

な

か

っ
た
。

さ

て
、

「
は

し

が
き

」

に
お

い

て
、

中

村

博

士

は
次

の
よ

う

に
言

っ
て

い
る

「
た

だ

こ
の
小

冊

子

に
イ

ン
ド
思

想

史

全

体

を

ま
と

め

て
述

べ
る

こ
と

は
極

め

て
困

難

で
あ

る



の

で
、

個

々

の
思

想

体

系

に

つ
い

て

は
、

特

徴

を

簡

単

に
浮

き

彫

り

に
す

る

と

い
う
程

度

に
と

ど

め

た
」

と
。

そ
し

て
、

イ

ン
ド
思

想

ヘ

へ

に
関
す

る
研
究
文
献

を
中
村
博
士

は
あ
る
英
文

の
書
物

の
中

に
挙
げ
、
『
イ

ン
ド
思
想
史
』
に
は
新
し

い
研
究
文
献

は
見

い
出

さ
れ
な

い
。

「
そ
の
代

わ
り

に
本
文
を
詳
し
く
ま
た
解

り
易
く
す

る

こ
と

に

つ
と
め
、
少
し

で
も
内
容

の
充
実
を
期

し
た
」

こ
の

よ
う

に
中

村

博
士

は

「
は
し
が
き
」

で
述

べ
て
い
る
。

さ

て
、
『
イ

ン
ド
思
想
史
』

の
参
考

文
献

の
手
び
き

に
お
い

て
、
中
村
博

士

は
幾

つ
か

の
書
物
を
紹

介
し

て
い
る
。

本

書

の
執

筆

に

お

い
て
、
中
村
博
士

は
そ
れ
ら

の
書
物

を
参
照
し
た
と
思

わ
れ
る
。

と

に
か

く
、

中
村
博
士

は
、
そ
れ
ら

の
書
物
か
ら
影
響
を
受

け

た

こ
と

で
あ

ろ
う
。
中
村
博
士

に
よ

っ
て
紹
介

さ
れ
た
イ

ン
ド
思
想

の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

・
ワ
ー
ク
は
次

の
作
品

で
あ
う
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ニ
ー

チ

ェ
の
学

友

、

ド
イ

セ

ン

の

『
普

遍

哲

学

史

』

〔≧

一σq
①
ヨ
Φ
一器

O
①
ω
〇
三
〇
耳

Φ
α
Φ
「
℃
ゴ
一一〇
ω
o
O
三
①
〕

は
全

部

で
七

巻

で

あ

り

、

そ
れ

は

一
八

九

四
年

か

ら

一
九

一
七

年

に
書

か

れ

た
。

中

村

博

士

に
よ

っ
て
挙

げ

ら

れ

た

の
は

、

一
巻

か

ら

三
巻

ま

で

で
あ

る

。

ラ

ー

ダ

ー

ク

シ

ュ
ナ

ン
の

『
イ

ン
ド
哲

学
』

〔
二
巻

〕

は

世

界

的

に
有

名

な

書

物

。

彼

は

一
九

六

二
年

か

ら

一
九

六

七

年

ま

で

イ

ン
ド

の

大

統

領

。

シ

ュ
ト

ラ

ウ

ス
は

ユ
ダ

ヤ
系

の

ド
イ

ッ
の
イ

ン
ド
学
者

。

ナ
チ

ス
の
人

種

的

法
律

ゆ

え

に
、

彼

は
公
職

か

ら

追
放

さ

れ

て

ベ

ル

リ

ン

へ
行

き

、

そ
れ

か

ら

オ

ラ

ン
ダ

に
移

住

し
、

そ

こ

で
死

去

。

彼

の
唯

一
の
書

物

『
イ

ン
ド

哲

学

』

〔ぎ
&
ω9

Φ

℃
竃

一〇
ω
o
℃
三
Φ
〕

は

}
九

七

九

年

に
、

わ

た

く
し

に
よ

っ
て

『
イ

ン
ド
哲

学
』

と

い
う
題

で
翻

訳

さ

れ

た

〔
一
九

八

七

年

に
改
訂

発

行

〕
。

マ

ソ

ン
・
ウ

ル

セ

ル
は

フ

ラ

ン
ス

の
イ

ン
ド
学

者

。

『
比

較

哲

学
』

〔ピ
Φ

勺
ゴ
ぎ

ω
o
b
三
Φ
O
o
ヨ
葛

『
①
色

の
出

版

に
よ

っ
て
、

彼

は

比

較

哲

学

の
創

始

者

に
な

っ
た
。

グ

ラ

ー
ゼ

ナ

ッ
プ

は

ド
イ

ッ
の
仏

教

学

者

/

イ

ン
ド
学

者

。

彼

の

『
イ

ン

ド
人

の
哲

学

』

〔∪
冨

℃
ゴ
一一〇
ω
o
℃
三
Φ

α
2

ぎ
O
Φ
ご

は

一
般

の
読
者

に
対

す

る
優

れ

た

入
門

書

。

フ

ラ
ウ
ヴ

ァ
ル
ナ

ー

は
、

ウ

ィ
ー

ン
生

ま

れ

の
イ

ン
ド
学

者

/

仏

教

学

者

。

彼

の

『
イ

ン
ド
哲

学

史

』

〔O
①
。。〇
三
〇
窪

Φ

α
①
ユ

コ
巳
ω
。
げ
①
口

勺
三
一〇
ω
o
b
三
Φ
〕

に

つ
い

て
、

参

考

文

献

の
手

び

き

〔
鵬
頁

〕

に

お

い

て
中

村

博

士

は

「
や

が

て
五
巻

完

結

し

た

な

ら

ば

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
学

界

の
最
高

水

準

を

示

す

こ
と

に
な

る

で
あ

ろ
う
」

と
言

っ
て

い
る
。

し

か

し
、

フ
ラ

ウ
ヴ

ァ
ル

ナ

ー

の

『
イ

ン
ド
哲

学
史

』

は

未

完

の
ま

ま

終

わ

っ
て
し

ま

っ
た
。

彼

は
、

第

一
巻

お

よ

び
第

二
巻

を
書

い

た

だ

け

で
死

去

し

た
。

イ

ン
ド
思

想

そ

の
も

の
に
興

味

を
抱

い

て

い
る

わ

た

く

し

は
、
中

村

元

の

『
イ

ン
ド
思
想

史

』

に

ア
プ

ロ
ー
チ
す

る
際

に
五

つ
の
区

分

を
設

定

し

た

い
と

思

う
。

わ

た

く

し

は
、

1
,

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
哲

学

思

想

、

H
.
初

期

仏

教

の
教

え

、

皿
.

バ
ガ

ヴ

ァ

ッ
ド

.

ギ

ー

タ

ー

の

テ

ー

マ
、

W
.
六

派

哲

学

と

大
乗

仏

教

哲

学

、

V
.
現

代

の
イ

ン
ド
思

想

と

い
う

五

つ
の

セ

ク

シ

ョ

ン
を
設

定

し

、

中

村

元

の

『
イ

ン
ド
思
想

』

を

批

判

的

に
読

み

た

い
と

思

う
。

1

.

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
哲

学

に
お

い
て
、

わ

た
く

し

は
、
ヴ

ェ
ー

ダ

か

ら
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ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

に
至

る

イ

ン
ド
思

想

の
流

れ

を

『
イ

ン
ド
思

想

史

』

の
著

者

が

ど

の

よ
う

に
解

釈

し

て

い

る
か

と

い
う

こ
と

を

明

ら

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

か

に
せ

ね

ば

な

ら

な

い
。

ヴ

ェ
ー
ダ

の
思
想

の
ク

ラ

イ

マ

ッ
ク

ス
ー

そ
れ

が

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

で
あ

る
。

ど

の
よ

う

に
し

て
、

こ

の

ク

ラ
イ

マ

ッ
ク

ス
は
到
達

さ
れ
た

の
で
あ

ろ
う
か
?

そ
し

て
ウ
パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
の
哲
学
と

は
何
か
?

こ
の
問

い
に

『
イ

ン
ド
思
想

史
』

の
著
者

は
、
ど

の
よ
う

に
答

え
る

で
あ

ろ
う
か
?

H
.
初
期
仏
教

の
教
え
と

い
う
項
目

の
下

に
考

察
さ
れ
る

の
は
、
も
ち

ろ
ん
、
初

期
仏
教

の
思
想
、
あ

る
い
は
ブ

ッ
ダ

の
教

え

で
あ

る
。

し
か

し
、
仏
教
が
成
立
し

た
時
代

に
都
市

が
興
隆

し
、
自
由
な
思
想
家

が
出
現
し

た
。

ジ

ャ
イ
ナ
教

の
改
革
者

マ
ハ
ー
ヴ

ィ
ー
ラ
、

仏

教

の
創
始
者

ブ

ッ
ダ
を
別

に
す

れ
ば
、

プ

ー
ラ
ナ
を
始

め
と
す

る
六
人

の
自
由
思
想
家
が
存
在
す

る
。

そ
う

い
う
社

会
的
な
背
景

に

お

い
て
、

ブ

ッ
ダ

の
教

え
が
ど

の
よ
う

に
形
成

さ
れ

た
か
と

い
う

こ
と

の
検
討

そ
れ
が

H
.
初
期
仏
教

の
教
え

に
よ

っ
て
意
味

さ

れ
る
。
し
か

し
、

そ
れ

だ
け

で
は
な

い
。
初
期

仏
教

か
ら
新

た

に
部
派
仏
教

が
成
立

し
、
多
く

の
部
派
仏
教

の
中

で
最
も
有
力

で
あ

っ

せ

つ
い

っ
さ

い

う

ぶ

き

ょ
う

り
ょ
う

ぶ

た

の
が
、

説

一
切

有

部

〔ω
母
く
鋤
ω
二
く
帥
象
邑

お

よ
び

経

量

部

〔ω
山
三

轟

コ
鉱
ズ
Ω。
〕

で
あ

る
。

説

一
切

有

部

お

よ

び

経

量

部

も

、

H

.

初

期

仏
教

の
教

え

に
含

め

て
、

わ

た

く

し

は
簡

明

に
検

討

し
た

い
と

思

う
。

叙

事

詩

マ

ハ
ー
バ

ー

ラ
タ

の
哲

学

思
想

も

、

イ

ン
ド
思

想
史

に
お

い

て

一
つ
の
大

き

な
流

れ

に
属

す

る
。

マ

ハ
ー

バ

ー

ラ

タ
と

い
う

叙

事

詩

の
枠
組

み

に
お

い

て
考

察

さ

れ

ね
ば

な

ら
な

い

の
が

、

皿
,

バ
ガ

ヴ

ァ

ッ
ド

・
ギ

ー

タ

ー

の

テ

ー

マ
で

あ

る

。

バ

ガ

ヴ

ァ

ッ

ド

・
ギ

ー
タ

i
、

あ

る

い

は
ギ

ー

タ

ー

の

テ

ー

マ
は

何

か
?

そ
れ

が

問

題

で
あ

る
。

『
イ

ン
ド
思

想

史

』

に
お

い

て
、

中

村

博

士

は

ギ

ー

タ

ー

の

テ

ー

マ
を

ど

の

よ

う

に
理
解

し

て

い
た

の

で
あ

ろ

う

か
?

『
イ

ン
ド
思
想

史

』

の
著

者

は
、

ど

の

よ

う

に
ギ

ー

タ

ー

に

ア

プ

ロ
ー

チ
し

た

の

で
あ

ろ

う
か

?

そ

し

て
、

そ

の
次

の
項

目

、

W

.
六

派

哲

学

と

大
乗

仏
教

哲

学

に
お

い

て
、

わ

れ

わ

れ

は

イ

ン

ろ

っ

ば

て

つ
　
く

ド
思

想

史

に
お

け

る
最

も

重

要

な

テ

ー

マ
に
出

会

う
。

日
本

に

お

い

て

"六

派

哲

学

"

と

呼

ば

れ

る

の
は
、

六

つ
の
正

統

バ

ラ

モ

ン
の
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哲

学

体

系

で
あ

り

、

『
イ

ン
ド
思

想

史

』

の
著

者

の
言

葉

を
借

り

て
言

え
ば

、

一

古

典

サ

ー

ン
キ

ヤ
説

の
体

系

、

ニ

ョ
ー
ガ
学

派

、

三

ミ

ー

マ
ー

ン

サ
ー
学

派

、

四

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
学

派

、

五

ニ
ヤ

ー

ヤ
学

派

と
論

理
学

、

六

ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ
学

派

で
あ

る
。

中

村

博

士

は
、
正

統

バ

ラ

モ

ン
系

統

の
中

に
、

"六

派

哲

学

"

以
外

に
、

こ
と

ば

の
形

而

上

学

〔バ

ル
ト

リ

ハ
リ

〕

と

叙

事

詩

の

完

結

と

プ

ラ

ー

ナ
聖
典

を
含

め

る
。

"六

派

哲

学

"

に
対

立

す

る

の

が
、

大

乗

仏

教
哲

学

の
二
大

体

系

、

す

な

わ

ち

、

中

観

説

お

よ

び

唯
識

説

で
あ

る
。

し
か

る

に
、

中
村

博

士

は

『
イ

ン
ド
思

想

史
』

に
お

い

て
中

観

派

、

お

よ
び

、

そ

れ

以
外

の
大

乗

仏

教

の
哲

学

体

系

〔如
来

蔵

思
想

、

デ

ィ
グ

ナ

ー
ガ

の
仏

教

論

理
学

、

密

教

〕

に

つ
い

て
も
論

じ

て

い
る
。

V
.

現
代

の
イ

ン
ド
思

想

と

い
う

セ

ク

シ

ョ
ン
に
お

い

て
扱

わ

れ

る

の
は
、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

の
思

想

で
あ

る
。
中

世

の

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

は

シ
ヴ

ァ
派

お

よ
び

ヴ

ィ
シ

ュ
ヌ
派

の
遺

産

を
相

続

し

、

シ

ャ

ン
カ

ラ
、

ラ
ー

マ
ー

ヌ
ジ

ャ
、

マ
ド
ヴ

ァ
な

ど
多

く

の
思

想

家

を
生

み
出

し

た
。

そ

し

て
近

代

の
イ

ン
ド

に
お

い

て
、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

は

ラ

ー

マ
ー

ナ

ン
ダ

、

カ
ビ

ー

ル
、

ヴ

ァ

ッ
ラ

バ
、

チ

ャ
イ

タ

ニ
ヤ

な

ど

に
よ

っ
て
活

性

化

さ
れ

た
。

こ
れ

ら

の
思

想

家

た
ち

に
次

い

で

イ

ン
ド
思

想

史

に
登

場

す

る

の
が
、

ヴ

ィ
ヴ

ェ
ー
カ

ー

ナ

ン
ダ
、

タ
ゴ

ー

ル
、

ガ

ー

ン
デ

ィ
ー
、

オ

ー

ロ
ビ

ン
ド

ゥ
な

ど

の
思

想

家

で
あ

る
。

わ

た

く

し

に

よ

っ
て
最

も

注

目

さ

れ

る
現

代

イ

ン
ド

の
思

想

家

は

ガ

!

ン
デ

ィ
i

〔
一
八
六

九

ー

一
九

四
八
〕

で
あ

る
。

『
イ

ン
ド
思

想

史

』

に
お

い

て
中
村

元

に
よ

っ
て
項

目

を

立

て

て
論

じ

ら
れ

て
い

る

の

は
、

ガ

ー

ン
デ

ィ

ー
、

タ

ゴ

ー

ル
、

お

よ
び

ネ

ル
ー
だ

け

で
あ

る
。

V
.

現

代

の

イ

ン
ド
思
想

と

い
う
項

目

に
お

い

て
、

わ

た
く

し

は
、
特

に
中

村

博

士

の
ガ

ー

ン
デ

ィ

ー
論

を

問
題

に
し

た

い
。

中

村

元

の

『
イ

ン
ド
思
想

史

』

は
、

イ

ン
ド

の
文

化

現

象

で
あ

る
思

想

を

年

代

に
沿

っ
て
、

い

わ

ば

"
即

物

的

に
"

〔ω
碧

7
一一〇
乞

に
説

明

し

よ

う

と

い
う

試

み

を
代

表

す

る
。

中
村

博
士

は
、

サ

ン
ス
ク

リ

ッ
ト
あ

る

い

は

パ

ー
リ

語

な

ど

の
言

語

の
豊

富

な

知

識

を

縦

横

に
駆

使

し

て
、

古

代

イ

ン
ド
か

ら

現

代

に
至

る

イ

ン
ド

の
哲

学

思

想

を

公

平

に
紹

介

し

よ
う

と

し

た

の

で
あ

る
。

し

か

し
な

が

ら
、
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ヘ

ヘ

ヘ

へ

彼

の

『
イ

ン
ド
思
想
史
』

は
イ

ン
ド
の
哲

学
思
想

そ

の
も

の
の
流

れ
を

た
だ

ひ
た
す
ら
追

い
求
め

る
と
い
う
性
質

の
も

の
で
は
な

い
。

『
イ

ン
ド
思
想
史
』

に
は
イ

ン
ド
思
想

と
直
接

か
か
わ
り

の
な

い
爽
雑
物

が
あ
ま
り

に
も
多
く
介
在
し
、

そ
の
た

め

に
わ

れ

わ
れ

は

イ

ン
ド
思
想
史

の
流

れ
を

ス
ト

レ
ー
ト
に
理
解
す

る

こ
と
を
妨
げ
ら
れ

る
。
中
村
博

士

の
イ

ン
ド
思
想

の
知
識

は
該
博

で
あ

る
け
れ
ど
も
、

中
村
博
士

は
事
物
を

そ

の
深
み

に
お

い
て
把
握

し

て
い
る
よ
う

に
は
思
わ
れ
な

い
。
わ
れ

わ
れ

の
知
識

は
、
該
博

で
あ
る
よ
り
も
、
む

し
ろ
深
遠

で
あ

る

べ
き

で
あ

る
。
中
村
元

の

『
イ

ン
ド
思
想
史
』

に
欠

け

て
い
る
の
は
、
イ

ン
ド
哲

学

の
精
神
、
す
な
わ
ち
、
哲
学

的

な

デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
の
方
法

で
は
な

か
ろ
う
か
?

『
イ

ン
ド
思
想
史
』
を
書

く
人

は
、
何

よ
り
も
ま
ず
、
批

判

的

な
精

神

の
持

ち

主

で
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
批
判
的
な
洞
察
力

が
欠
け

て
い
る
所

に
、
真

の
理
解

は
存
在

し
な

い
か
ら

で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
れ
だ

け

で
は
不
十
分

で
あ

る
。
『
イ

ン
ド
思
想
史
』

の
作
者

は
イ

ン
ド
思
想
史

の
流
れ
を
生
き
生
き

と
心

に
思

い
浮
か

べ
る
能
力

を

身

に

つ
け

て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

そ
れ

に
、
『
イ

ン
ド
思
想
史
』

の
作
者

は
、
自
己
を
権
威
と
見
な
し
、

そ
の
知
識

を

真

理

と

し

て
読
者

に

伝

え
る

べ
き

で
は
な

い
。
わ

れ
わ
れ

の
知
識

は
、

わ
れ
わ
れ
自
身

の
視
点

に
よ

っ
て
制
約

さ
れ
、
相
対
的

な
も

の
に
過
ぎ
な

い
。
自
己

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
知
識
を
、
わ
れ
わ
れ

は

一
つ
の
仮
説

と
し

て
読

者

に
示
す

べ
き

で
あ

る
。

1

ウ
パ

ニ
シ
ャ

ッ
ド

の
哲

学
思
想

『
イ

ン
ド
思

想
史

』

の
著

者

は
、

ヴ

ェ
ー
ダ

の
哲

学

思

想

を

リ
グ

・
ヴ

ェ
ー
ダ

、

ア
タ

ル
ヴ

ァ

・
ヴ

ェ
ー
ダ

お

よ
び

ブ

ラ

ー

フ

マ
ナ

の
中

に
見

い
出

す
。

そ

し

て
、

ヴ

ェ
ー
ダ

時

代

の
終

わ

り

に

"
ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
哲

学

"

が
登

場

す

る
ー

こ

の
よ

う

に
中
村

博

士
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は
考

え

て
い
る

。

リ

グ

・
ヴ

ェ
ー
ダ

の
中

に
哲

学

思
想

の
萌

芽

を

見

い
出

し
、

中

村

博

士

は

リ
グ

・
ヴ

ェ
ー
ダ

の
代

表

的

な

哲

学

詩

を

幾

つ
か

引

用

し

、

「
と

に
か

く
全

体

と

し

て
は

一
元

論

的

傾

向

が
強

か

っ
た

」

〔
13
頁

〕

と

言

っ
て

い
る
。

し

か

し
、

こ
の

よ

う
な

叙

述

の
方
法

は
適

切

で
あ

ろ

う
か

?

一
元
論

的

な
傾

向

が
強

い
と

い
う

こ
と

は
、

"存

在

"

が

肯

定

さ

れ

る

と

い
う

こ

と

で
あ

る
。

し

か

る

に
、

リ
グ

・
ヴ

ェ
ー
ダ

の
最

高

の
哲

学

詩

、

す

な

わ
ち

、

"創

造

讃

歌

"

〔
リ
グ

・
ヴ

ェ
ー
ダ

、

X

・
豆狙

・
1

-

7
〕

に
お

い

て

は
、

存

在

し

て
い

る
も

の

は
存

在

し

て

い
な

い
も

の

〔非

存
在

・
無

〕

か

ら
生

じ

た
と

歌

わ

れ

て

い
る
。

リ
グ

・
ヴ

ェ
ー
ダ

の
哲

学

思
想

の

ヘ

へ

最
高

峰

で
あ

る

こ

の
哲

学

詩

に
お

い

て
、

わ

れ
わ

れ

は

"存

在

し

て
い
な

い
も

の
"
、

あ

る

い
は

"無

"

か

ら

存

在

し

て

い

る

も

の
、

あ

る

い

は
世

界

が

生

じ

る
と

い
う
哲

学

思
想

に
出

会

う
。

創
造

讃

歌

の
冒

頭

に
お

い

て
、

次

の

よ

う

に
歌

わ
れ

て
い

る
ー
ー

「
そ

の
時

、

存

在

し

て

い
な

い
も

の
も
、
存

在

し

て

い

る
も

の

も

な

か

っ
た
。

空

も

な

け

れ

ば

、

そ
れ

を

越

え

て
天

も

な

か

っ
た

。

何

が
動

き

回

っ
て

い
た

の
か
?

ど

こ

に
?

誰

の
保

護

の
下

に
?

水

は
存

在

し

て

い
た

の
か
?

深

い
淵

は
?

」

と

。
存

在

し

て

い
な

い
も

の
、

あ

る

い
は
無

は
、

最

初

の
唯

一
の
も

の
が
生

命

に
目

覚

め

る
ま

で
持

続

す

る
。

そ

れ

ゆ

え

に
、

わ

れ

わ

れ

の
詩

句

〔X

・
㎜

・
2
〕

は
次

の

よ

う

に
歌

っ
て

い
る

「
そ

の
時

、

死

も

な

け

ヘ

ヘ

へ

れ

ば
不

死

も

な

か

っ
た

。
昼

と
夜

を
区

別

す

る
し

る
し

も

な

か

っ
た
。

あ

の

一
つ
で
あ

る
も

の
は
、

風

も

な

い

の
に
、

み
ず

か

ら

の
カ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

で
呼

吸

し

て
い

た
。

そ

れ

を
越

え

て
他

の
も

の

は
何

一
つ
な

か

っ
た

」

と
。

あ

の

一
つ
で
あ

る
も

の
は
、

結

局

、

無

の
中

か

ら

生

じ

た

の

で
あ

る
。

無

か

ら
存

在

が
生

じ

る

と

い
う

の
が
、

創

造

讃

歌

の

テ

ー

マ
で
あ

る
。

し

か

る

に
、

中
村

博

十

は

『
イ

ン
ド
思

想

史
』

に

お

い
て
次

の
よ

う

に
言

っ
て

い
る

『
有

に
非
ず
、
無

に
非

ざ
る
も

の
」

を
説

く
讃
歌

(
X
、

㎜
)

に
お

い
て
は
汎
神
論
的
思
索

は
絶
頂

に
達

し
た
。

そ
れ

に
よ
る



と

、

太

初

に

は
無

も

な

く

有

も

な

く

、

天

も

空

も

な

く

、

死

も

不

死
も

な

く
、

夜

と

昼

と

の
区

別

も

な

く

、
暗

黒

に
蔽

わ

れ

て

い

た
。

「
か

の
唯

一
者

」

(欝
α

Φ
評
9ゆ
ヨ
)

だ

け
が

風

な

く

し

て
呼

吸

し

て

い
た

…
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中
村
博
士

の

こ
の
説

明

に
よ
れ
ば
、

「
太
初

に
は
無
も
な
く
有
も

な
く

…

『
か

の
唯

一
者
』
だ
け

が
風
な

く
呼

吸

し

て

い
た
」

と

い
う

こ
と

に

な

る
。

「
そ

の
時

、

存

在

し

て

い
な

い
も

の
も

、

存

在

し

て

い
る

も

の
も

な

か

っ
た

」

と

い
う
詩

句

に

お

け

る

テ

ー

マ

は
、
私

見

に

よ
れ

ば

、

"無

"

で
あ

る
。

ヴ

ェ
ー
ダ

に
お

い

て

は
、
無

か

ら

存
在

が

生

じ

る

と

い

う

の
が

一
般

的

な

見

解

で
あ

っ
た

。

し

か

し

、

"無

"

か

ら
存

在

し

て
い

る
も

の
、
あ

る

い
は
存

在

が

生

じ

る

で
あ

ろ

う

か
?

絶

対

無

か

ら
存

在

し

て
い

る
も

の
、
あ

る

い

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は
あ

の

一
つ
で

あ

る

も

の
が

生

じ

る

で
あ

ろ

う
か
?

こ

の

こ
と

を

、

わ

た

く

し

は
疑

う
。

存

在

し

て

い

な

い
も

の
、

あ

る

い

は

無

〔禽

ミ
〕

は

"形

態

を

有

し

な

い
"

の

で
あ

り
、

"感

覚

に
よ

っ
て
知
覚

さ

れ

な

い
"

何

か

あ

る
も

の
と

い
う

ふ

う

に
解

釈

さ
れ

な

い

で

あ

ろ

う

か
?

そ

れ

は
、

い
わ

ば

、

カ

オ

ス

で
は
な

か

ろ

う

か
?

も

し
も

、

そ
う

だ

と

す

れ
ば

、

「
そ

の
時

、

存

在

し

て

い
な

い

も

の
も

、
存

在

し

て

い

る
も

の
も

な

か

っ
た
」

と

い
う
詩

的

表

現

に
よ

っ
て
意

味

さ

れ

る

の
は
決

し

て
絶

対

無

で

は
な

い
。

そ

れ

は
形
態

を

欠

き

・
規

定

さ

れ

る

こ
と

な

く
、
知

覚

さ

れ
得

な

い
何

か

あ

る

も

の

で
あ

る

こ

の
よ

う

に
、
わ

た

く

し

は
解

釈

す

る

。
膨

か

に
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

創

造

讃

歌

に
お

い

て

は

ア
サ

ッ
ト
か

ら

の
創

造

が
認

め
ら

れ

て

い
る
。

し

か

し
、

こ

の

ア
サ

ッ
ト
は

、

サ

ッ
ト

〔存

在

〕

を

欠

く

も

の

ヘ

ヘ

へ

で
は

な

く
、

秩

序

な

い
し

目

的

を

欠

い

て

い
る

一
種

の
サ

ッ
ト

と

し

て
、

つ
ま

り
、

カ

オ

ス
的

な

も

の
と

し

て
理
解

さ

れ

る

に
違

い
な

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

い
。

イ

ン
ド
哲

学

の
発

端

は

カ

オ

ス
的

な

あ

る

も

の

T

ア

サ

ッ
ト
〕

の
中

か

ら

あ

の

一
つ
で
あ

る
も

の
が
生

命

に

目

覚

あ

る

と

い

う

発

想

で
あ

る
。

ヴ

ェ
ー
ダ

の
終

わ

り

に
ク

ラ
イ

マ

ッ
ク

ス
に
達

し

た
哲

学

思

想

そ
れ

が

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
教

え

で
あ

る
。

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ツ
ド



に

つ
い

て
中

村

博

士

は
次

の
よ

う

に
言

っ
て

い

る
ー
…

10

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

(=
冨

巳
0
巴

)

と

い
う
語

は

も

と

は

「侍

坐

」

「
近

坐
」

さ

ら

に

「
秘

密

の
会

座

」

と

い

う
意

味

で
、

転

じ

て

「
秘

密

の
意

義

」

「
秘

説

」

「
秘

教

」

と

い
う

意

味

に
な

り
、

の
ち

に

は

そ

の
秘

説

を

載

録

し

た

一
群

の
文

献

の
名

称

と

な

っ

た

…

〔
23
頁
〕

師

匠

の
足

も

と

に
弟

子

た

ち

が

坐

っ
て
、
師

匠

か

ら
秘

密

の
教

え

が
授

け

ら

れ

る

、

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

は

"秘

密

の
教

え
"

で
あ

る

と

い
う

学

説

は
、

マ
ク

ス

・
ミ

ュ
ラ

ー
、

お

よ
び

ド

イ

セ

ン
な

ど

に
よ

っ
て
唱

え

ら

れ
、

今

日

に
お

い

て
も

…
般

に
広

め

ら

れ

て

い

る
。

中

村

博

士

は

、

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
を

師

匠

の
足

も

と

に
坐

っ
て
弟

子

た
ち

が
彼

か

ら
秘

密

の
教

え

を
授

け

ら

れ

る

こ
と

で
あ

る

と

い
う

学
説

を
無

造

作

に
受

け
入

れ

て

い
る
。

し

か

し
、

こ

の

よ
う

な

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
解
釈

は

テ

ク

ス
ト

に
よ

っ
て
証

明

さ

れ

て

い
な

い

の

で
あ

り

、

根

拠

の
な

い
通

俗

的

な

語

源
解

釈

に
過

ぎ

な

い
。

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
と

い

う
語

は
、

"等

価

"

な

い

し

"
相

関

関

係

"

を

意

味

す

る
。

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
語

義

に

つ
い

て
、

わ

た

く

し

は

『
ウ
パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

翻

訳

お

よ

び
解

説

』
の

「
あ

と

が

き

」

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

〔
贈

1

㎜
頁

〕

に
お

い

て
詳

し

く

論

じ

た

の

で
あ

る
。

い
ず

れ

に
せ

よ
、

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
を

「弟

子

た
ち

が
師

匠

の
ウ

パ

〔近

く

〕

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ニ

〔下

に
〕

サ

ッ
ド

〔坐

る
〕
」

こ
と

だ

と

い
う
、

ミ

ュ
ラ

ー
・
ド

イ

セ

ン
流

の
解
釈

は
全

く
無

根

拠

で
あ

る
。

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
を

秘
密

の
教

え

と

し

て
特

徴

づ

け

、

そ

れ

か

ら

中

村
博

士

は

シ

ャ
ー

ン
デ

ィ
リ

ヤ

の
ブ

ラ

フ

マ
ン

・
ア
ー

ト

マ
ン

同

一
説

、

プ

ラ
ヴ

ァ
ー

ハ
ナ

の
五

火

二
道

説

、

ウ

ッ
ダ

ー

ラ
カ

の
有

論

、

お

よ
び

ヤ

ー
ジ

ニ

ャ
ヴ

ァ
ル
キ

ヤ

の

ア

ー

ト

マ
ン
論

に

つ
い

て
説

明

し

て

い

る
。

シ

ャ
ー

ン
デ

ィ
リ

ヤ
、

ウ

ッ
ダ

ー

ラ
カ
、

お

よ

び

ヤ

ー
ジ

ニ
ャ
ヴ

ァ
ル
キ

ヤ

は
初

期

の

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
を
代

表
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す

る

三
大

哲

人

で
あ

り
、

中

村

博

士

は
彼

ら

の
哲

学

思

想

に

つ
い
て
論

じ

て

い
る
。

五

火

二
道

説

に
は
、

輪

廻

の

ル

ー

ツ
が
見

い
出

さ

れ

る
。

そ
れ

ゆ
え

に
、
中

村

博

士

は

"
五
火

二
道

説

"

に

つ
い

て

ス
ケ

ッ
チ

し

た

の

で
あ

ろ

う

。

中

村

博

士

に
よ

れ

ば

、

シ

ャ
ー

ン
デ

ィ
リ

ヤ
は

ブ

ラ

フ

マ
ン

・
ア

ー
ト

マ

ン
同

一
説

を
説

い

て

い

る
。
中
村
博
士

に
よ
れ
ば
、

シ
ャ
ー

ン
デ

ィ
リ

ヤ

に
よ

っ
て
説

か

れ

る

ブ

ラ

フ

マ
ン
は

「
思

惟

の
真

実

な

る
者

」

「
意

図

の
真

実

な

る
者

」

で
あ

り
、

「
そ

れ

は

一
切

の
行

為

を

為

し

、

一
切

の
欲

望

を

見

て
、
欲

す

る

が

ま

ま

の
相

を

現

ず

る
者

で
あ

る
」
。

そ

し

て
、

「
そ

れ

は

一
切

の
香

を
有

し

、

一
切

の
味

を

有

す

る
。

そ

れ

は
万

有

に
遍

在

し

て

い

て
、

意

の
ご

と

く
速

や

か

で
あ

り
、

一
切

の
方

角

に
わ

た

っ
て
支

配

し

て

い
る
。

こ

の
ブ

ラ

フ

マ
ン
は

ま

た

わ

れ

わ
れ

の
本

来

の
自

己

と

称

す

べ
き

も

の

で
あ

る
」

〔『
イ

ン
ド
思

想

史

』

27
頁

」
。

こ

の
ブ

ラ

フ

マ

ン
と

ア

ー

ト

マ

ン

が

同

一
で
あ

る

こ
と

を

シ

ャ
ー

ン
デ

ィ
リ

ヤ
は
説

い

て

い

る

l
l

こ

の
よ

う

に
中

村

博

士

は
言

う
。

し

か

し
、

シ

ャ

ー

ン
デ

ィ
リ

ヤ

に

よ

っ
て
教

え

ら
れ

た

の

は
、
人

間

の
再

生

を
決

定

す

る

の
は
生

前

に
お

け

る
彼

の

"意

図

"

で
あ

る
と

い

う

こ
と

で
あ

る
。

人

は
自

己

自

身

の
意

図

を
定

あ

、

死

後

に
、

驚

異
的

な
能

力

を

有

す

る

ア
ー

ト

マ

ン
の
中

へ
入

る

の

で
あ

る
。

シ

ャ
ー

ン
デ

ィ
リ

ヤ
は

ア

ー
ト

マ

ン
・
ブ

ラ

フ

マ
ン
説

を

教

え

て

い
な

い
。

彼

の

"ブ

ラ

フ

マ
ン
"

は

"真

理

の
公
式

"

に
過

ぎ

な

い
。

ウ

ッ
ダ

ー

ラ
カ

の
哲

学

を

中

村

博

士

は
ブ

ラ

フ

マ
ン
と

ア
ー

ト

マ
ン
の
同

一
視

を

説

く

と
解

釈

し

、

ウ

ッ
ダ

ー

ラ
カ
と

彼

の
息

子

の

シ

ュ
ヴ

ェ
ー

タ

ケ

ー

ト

ゥ
と

の
対

話

に
お

い

て
九

回

繰

り

返

さ

れ

る

『
汝

は

そ

れ

な

り
』

(一9
一
けく
O
ヨ

餌
ω
一)

と

い

う
文

句

を

「
『
わ

れ

は
ブ

ラ

フ

マ

ン
な

り
』

(餌
げ
鋤
ヨ

げ
噌
m
ゴ
Fヨ
帥
ω旨
帥)

と

い
う
句

と

と

も

に
、

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
思
想

を

最

も
適

確

に
表

示

す

る

二
大
文

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

に
お

け

る

タ

ッ
ト

は

章

と

し

て
有

名

で
あ

る
」

〔31
頁

〕

と
述

べ

て

い
る
。

し

か

し
、

タ

ッ
ト

・
ト
ヴ

ァ
ム

・
ア

シ

〔§

馬§

ミ

蕊

』

副

詞

と

し

て

の
機

能

を
有

す

る
指

示
代

名

詞

で
あ

り

、

も

ひ
お

弘

に
と
翻

訳

さ

れ

る

べ
き

で
あ

ろ
う

。

タ

ッ
ト

・
ト
ヴ

ァ
ム
、.
ア

シ
は
、

か

弥

幡

も

伽
お

が

で
み

か
と

翻

訳

さ

れ

る

べ
き

で
あ

る
。

息

子

と

の
対

話

に
お

い

て
九

回
繰

り

返

さ

れ

る
、

あ

の
有

名

な

リ

フ

レ
ー

ン



を
、
中
村
博
士

は
次

の
よ
う

に
翻

訳
し

て
い
る

12

こ

の
万
有

は

こ

の
微

細

な

る
も

の
を

本

性

と

し

て

い

る
。

そ
れ

は
真

実

で
あ

る
。

そ
れ

は

ア
ー

ト

マ
ン
で
あ

る
。

汝

は

そ

れ

で
あ

る
。

〔『
イ

ン
ド
思
想

史

』

31
頁

〕

同

じ
箇

所

を
、

わ

た

く

し

は
次

の
よ

う

に
翻

訳

し

て

い

る

こ

の
微

細

で
あ

る
も

の

お

前

は
、

そ

の

よ

う

で
あ

る
。

こ

の

一
切

は
、

こ

れ
を

そ

の
本

質

と

し

て

い

る
。

そ
れ

が
真

理

で
あ

る
。

そ

れ

が
自

己

で
あ

る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

タ

ッ
ト

・
ト
ヴ

ァ
ム

に

つ
い

て
も

、

ブ

ラ

フ

マ
ン
と

ア

ー
ト

マ
ン
が
同

一
で
あ

る
と

い
う

思
想

が

ウ

ッ
ダ

ー

ラ
カ

の
思

想

の
根

底

を

な

し

て

い
る

〔『
イ

ン
ド
思

想

史

』

31
頁

参

照

〕

と

中
村

博
士

は
考

え

て

い
る
。

し
か

し
、

ウ

ッ
ダ

ー

ラ
カ
哲

学

に
は
、

ブ

ラ

フ

マ
ン
目

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ア

ー

ト

マ

ン
説

は
見

い
出

さ

れ

し

な

い
。

彼

に
よ

っ
て
説

か

れ

る

の
は
、

こ

の
微

細

で
あ

る
自

己

だ

け

で
あ

る
!

ウ

.ハ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
最

大

の
哲

人

、

ヤ

ー
ジ

ニ
ャ
ヴ

ァ
ル
キ

ヤ

に

つ
い

て
、
中

村

博

士

は
詳

し

く
論

じ

て

い
る
。

ヤ

ー
ジ

ニ
ャ
ヴ

ァ
ル

キ

ヤ
と

愛

妻

マ
イ

ト

レ

ー
イ

ー
と

の
対

話

、

ジ

ャ
ナ

カ
王

の
祭

祀

に

お

け

る

ヤ

ー
ジ

ニ
ャ
ヴ

ァ
ル
キ

ヤ

と

バ

ラ

モ

ン
衆

と

の
対

話

お

よ

び

彼

と

ジ

ャ
ナ

カ
王

と

の
対

話

に

つ
い

て
、

中

村

博
士

は

『
イ

ン
ド
思
想

史

』

に
お

い

て
叙

述

し

て

い
る
。

愛

妻

マ
イ

ト

レ
ー

ヤ

ー

と

彼

の
対

話

に

つ
い

て
、

中
村

博
士

は
詳

し

く

論

じ

て

い
る
。

し

か

し
、

夫
妻

の

こ
の
対

話

と

並

ん

で
重

要

な

"
ジ

ャ
ナ

カ

王

と

の
対



話

"

の

ハ
イ

ラ
イ

ト

の
部

分

〔『
ブ

リ

ハ
ド

ア

ー

ラ

ニ
ヤ
カ

・
ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
』

4

・
3

1
4
〕

を
、

中

村

博

士

は

完

全

に
無

視

し

て
し

ま

っ
た
。

し
か

し

、

マ
イ

ト

レ
ー
イ

ー
と

の
対

話

に

つ
い

て
説

明

す

る
際

に
、
中

村

博

士

は

ア

ー

ト

マ

ン
を

"純

粋

の
叡

智

〃

(℃
冨
官

帥
αq
冨

8

)

と

見

な

す
、

ヤ

ー

ジ

ニ

ャ
ヴ

ァ
ル
キ

ヤ

の
哲

学

思

想

に
言

及

し

て

い

る
。

ウ
パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

に

お

い

て

"
ア

ー

ト

マ

ン
"

〔本

来
的

自

己

〕

を
最

も

熱

心

に
探

求

し

た
哲

人

の

ひ
と

り

は
、

疑

い
も

な

く

、

ヤ

ー
ジ

ニ
ャ
ヴ

ァ
ル
キ

ヤ

で

あ

る
。

ア

ー

ト

マ

ン
が

不
滅

で
あ

る
と

説

い
た

の

は
、

バ

ラ

モ

ン
出

身

の

こ
の
人

で
あ

っ
た
。

H

初
期
仏
教
の
教
え
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イ

ン
ド
哲
学

は
、
ヴ

ェ
ー
ダ

の
権
威
を
認

め

る
正
統
派
、
お
よ
び

そ
れ
を
否
定
す

る
異
端

の
二

つ
に
分
か

れ
る
。
イ

ン
ド
的

異
端
を

代
表

す
る

の
は
唯
物
論
、
仏
教
、
お
よ
び

ジ

ャ
イ
ナ
教

で
あ

る
。
仏
教
と
ジ

ャ
イ
ナ
教

は
姉
妹
関
係

に
あ
る
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
親
密

で

あ

る
。
し
か
し
・

こ
の
二

つ
の
宗
教

の
間

に
大

き
な
相
違

が
あ
る

こ
と
は
否
定
さ
れ
得

な

い
。

ジ

ャ
イ
ナ
教

に

つ
い
て
、
中
村
博

士

は

次

の
よ
う

に
言

う

「
『
あ
る
点

か
ら
見

る
と
』

(ω
轟

q
)
と

い
う
制

限
を
附
し

て
述

べ
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
」

〔『
イ

ン
ド
思
想

史
』

47
頁
〕

と
言

っ
た
あ
と

で
、
中
村
博
士

は

「
例

え
ば
事
物

は
実
体

ま
た
は
形
式

と

い
う
点
か
ら
見

る
と
常

住

で
あ
る
と
言

い
得

る
。

同

時

に
状
態
ま

た
は
内
容
と

い
う
点
か
ら
見

る
と
無
常

で
あ
る
と
言

い
得

る
。

す

べ
て
は
相
対
的

に
表

わ
し
、
相
対
的

に
解
す

べ
で
あ
る
」

〔47

-
48
頁
〕
と
述

べ
て
い
る
。
ジ

ャ
イ

ナ
教

と
仏
教

は
対

照
的

で
あ
る
。
ゴ

ー
タ

マ
は

「
一
つ
の
立
場
を
固
守

し

て
他

の
者

と

争

う

こ
と
が
な

い
。
か

れ
は
種

々
の
哲
学
説
が

い
ず

れ
も
特

殊
な
執
着

に
も
と
ず
く
偏
見

で
あ

る
こ
と
を
確
知

し

て
、

そ

の
い
ず
れ

に
も
と



14

じ

ゃ
く
じ

ょ
う

ら

わ

れ

ず

、

み

ず

か

ら
省

察

し

つ

つ
、
内

心

の
寂

静

の
境

地

に
到

達

し

よ

う
と

し

た
」

〔『
イ

ン

ド
思

想
史

』

57

1

58

頁

〕

こ

の

よ

う

に
中

村

博

士

は
言

う
。

中

村

博

士

は
、

"非

自

己

説
〃

を
初

期

仏

教

の
中

に
見

い
出

す

こ
と
を

せ
ず

に

、
ブ

ッ
ダ

の
教

え

の
中

に

"自

己

説

"

を

発

見

し

た

の

で
あ

る
。

ブ

ッ
ダ

は
決

し

て
自

己

を
否

定

し

な

か

っ
た

、

と

、

こ

の
よ

う

に
中
村

博

士

は
確

信

し
、

次

の
よ

う

に
述

べ

て
い

る

の

で

あ

る

ーし

か

し

、

仏
教

で

は

ア
ー

ト

マ
ン
を

否

定

し

た

の

で
は

な

く

て
、

人

間

の
倫

理

的

行

為

の

よ

り
ど

こ
ろ

と

し

て

の

ア
ー

ト

マ

ン

を

承

認

し

て

い
た
。

釈

尊

の
臨

終

の
説

法

の

一
つ
は

「
自

己

(
ア
ー

ト

マ
ン
)

に
た

よ

れ
。

法

に
た

よ
れ
。

自

己

を

燈

明

(
ま

た

は
島

)

と

せ

よ
。

法

を

燈

明

と

せ

よ
」

と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た
。

人

間

の
理
法

を
実

践

す

る

と

こ
ろ

に
真

の
自

己

が

具
現

さ

れ

る

と

考

え

て

い

た

の

で
あ

る
。

〔『
イ

ン
ド
思

想

史

』

59

頁

〕

中

村

博

十

の

こ

の
発

言

は
挑

発

的

で
あ

る
。

初

期

仏

教

の
基

本

的

な

教

え

は
、

人

間
を

含

め
、

世

界

を
構

成

す

る

一
切

は
、

ω

無

常

で
あ

り
、

α

苦

し

み

に
満

ち
、

㈲

非
自

己

で
あ

る
と

い

う

三

つ
の
特

徴

に
よ

っ
て
総

括

さ

れ

る
。

非

自

己

で
あ

る

こ
と

、

そ
れ

は
初

期

仏

教

に
お

い

て
最

も
重

要

な
教

え

で
あ

る
。

し

か

る

に
、

中

村

博

士

は

「
し

か

し

、
仏

教

で
は

ア
ー

ト

マ
ン
を

否
定

し

た

の

で
は
な

く

て
、
人

間

の
倫

理

的

行
為

の
よ

り

ど

こ
ろ

と

し

て

の

ア

ー

ト

マ
ン
を

承

認

し

て

い
た
」

と

言

う
。

こ

の
よ
う

な
考

え
方

は

、
果

た

し

て

正

し

い

の

で
あ

ろ

う

か
ワ
.

結

論

を

先

取

り
し

て
言

え
ば

、

ブ

ッ
ダ

は
永

遠

の
個

別
的

な

自

己

を

否

定

し

た

の

で
あ

り
、

真
実

の
自

己

を
徹

底

し

て
拒

絶

し

た

の

で
あ

る
。

『
マ

ッ
ジ

マ

・
ニ
カ

ー

ヤ
』

22

〔
1

・
㎜
頁

以

下
〕

の

「
水

蛇

の
比

喩
経

」

に

お

い

て
・

ブ

ッ
ダ



は

・

「
こ
れ

は

・

わ

た

く

し

の
も

の

で
あ

る
、

わ

た

く

し

は

、

こ
れ

で
あ

る
、

こ
れ

は
、

わ

た
く

し

の
自

己

で

あ

る

」

と

い

う

ふ

う

に

自

己

を

肯

定

す

る
六

つ
の
哲

学
的

見

解

を
否

定

し

て

い
る
。

人

間

を

構

成

す

る
五

つ
の
グ

ル
ー
プ

身

体
、

感

覚

、

意

識

、
情

動

、

お

よ

び

認
識

を

・
ブ

ッ
ダ

は

「
こ
れ

は

、

わ

た

く

し

の
も

の

で
は
な

い
、

わ

た

く

し

は
、

こ
れ

で

は
な

い
、

こ
れ

は
、

わ

た

く

し

の
自

己

で
は

な

い
」

と
言

っ
て
、

こ
と

ご

と

く
拒

絶

し

て

い

る
。

そ

し

て
、

最

後

に
ブ

ッ
ダ

は

"永

遠

の
自

己

〃

を

「
こ
れ

は

、

わ

た

く

し

の
も

の

で
は

な

い
・

わ

た

く

し

は
、

こ
れ

で

は
な

い
、

こ
れ

は
、

わ

た

く

し

の
自

己

で

は
な

い
」

と
考

え
、

次

の
よ

う

に
言

っ
て

い

る
ー
1
1
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比
丘

た

ち

よ
・

も

し
も

、

自

己

お

よ
び

自

己

に
属

す

る
何

か

あ

る
も

の
が
実

際

に
、
真

実

に
見

い
出

さ

れ

な

け

れ

ば

、

「
こ
れ

は
世

界

で
あ

る
・

こ
れ

は
自

己

で
あ

る
、

死

後

に
、

わ

た

く

し

は
恒

常
的

に
な

り
、

永

続

的

に
な

り
、

永

遠

に
な

り

、
変

化

し

な

い
法

則

に
従

う

よ

う

に
な

る

で
あ

ろ

う
、

そ

し

て
、

わ

た

く

し

は
永

遠

に

そ

の
よ

う

な
状

態

に
と

ど

ま

る

で
あ

ろ

う
」

と

い
う

、

こ

の
見

解

の
信

条

、

こ
れ

は
、

比

丘

た

ち

よ
、

全

く

完

全

に
愚

者

の
教

え

で
は

な

い
か
?

ブ

ッ
ダ

は
露

骨

に

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の

ア
ー

ト

マ
ン
説

を

"愚

者

の
教

え

"

と

し

て
嘲

笑

し

て

い

る
。

し

か

る

に
、

中

村

博

士

は

「
仏

教

は

ア
ー

ト

マ
ン
を

否

定

し

た

の

で
は

な

い
」

と
考

え

る
。

ブ

ッ
ダ

は

"形

而

上

学

的

な
自

己

〃

あ

る

い
は

"
真

実

の

自

己

〃

を

否

定

し

た

け

れ

ど

も

、

"人

間

の
倫

理
的

行

為

の
よ

り

ど

こ

ろ
と

し

て

の

ア

ー

ト

マ
ン
〃
、

す

な

わ

ち
、

"行

為

の
主
体

〃

と
し

て
の

ア
ー

ト

マ
ン
を

否

定

し

な

か

っ
た
と

い
う

の
が

中
村

元

の
論

理

で
あ

る
。

わ

た

く

し
自

身

の
考

え

に
よ

れ

ば

、

ブ

ッ
ダ

は
行

為

の
主
体

な

い

し

認
識

の
主

体

・

す

な

わ
ち

、

〃行

為

し

つ

つ
あ

る
自

己

"

お

よ

び

"認

識

し

つ

つ
あ

る
自

戸

を

否

定

し

た

の

で

あ

る

。

形

而

上

学



的

な

自

己

あ

る

い
は
真

実

の
自

己

が
存

在

す

る

た

め

に

は
個

人
的

な

主

体

が

認
知

さ
れ

ね

ば

な

ら
な

い
。
ジ

ャ
ナ
カ
王

に
対

し

て
・
ヤ

ー

ジ

ニ
ャ
ヴ

ァ
ル
キ

ヤ
は
次

の
よ

う

に
教

え

る

「
ま

こ
と

に
、
彼

が

そ

こ

で
見

な

い
時

に
、

ま

こ
と

に
、

彼

は
見

て

い
る

け
れ

ど

も

・

彼

は

見

な

い

の

で
あ

る
。

な

ぜ

な

ら

、
見

て

い
る

も

の

の
見

る
能

力

の
喪
失

は
存

在

し
な

い
か

ら

で
あ

る
。

そ

れ

は
不

滅

で
あ

る

か

ら

で
あ

る
」

〔『
ブ

リ

ハ
ド

ア
ー

ラ

ニ
ヤ

カ

・
ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
』

4

・
3

・
23
〕

と
。

「
な

ぜ

な

ら

、

見

て

い
る

も

の

の
見

る
能

力

の
喪

失

は
存

在

し
な

い
か

ら

で
あ

る
」

〔コ
山
三

α
鑓
薯
ξ

曾

斡
魯

く
号
o
邑

o
b
o

<
置
蜜
山
琶

と

い

う
文

に

お

い

て
・

〃見

て

い

る
も

の

'

は

"見

つ

つ
あ

る
自

己
〃

に
他

な

ら

な

い
。

そ

し

て
、

"見

つ

つ
あ

る
自

己
"

は
不

滅

で
あ

る
。

そ

れ

は
、

見

て

い

る

主

体

・

認

識

し

て

い
る
主

体

で
あ

る

〔『
ブ

リ

ハ
ド

ア

ー

ラ

ニ
ヤ

カ

.
ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
』

3

・
8

・
11
〕
。

個

別

的

主

体

が

承

認

さ

れ

て
初

め

て
、

"
形

而

上

学
的

な

自

己

"

が

成

立

す

る

こ

の
よ

う

に
、

わ

た
く

し

は
考

え

る
。

も

し

も

、

中
村

博

士

の
言

う

よ

う

に
、

仏

教

が

「
人

間

の
倫

理
的

行

為

の
よ
り

ど

こ
ろ

と

し

て

の

ア

ー
ト

マ
ン
を

承
認

し

て

い
た
」

と

す

れ

ば

、

そ

こ

に
お

い

て
は

"個

別
的

行

為

の
主

体

"
、

あ

る

い

は
同

じ

こ
と

だ

が
、

〃行

為

し

つ

つ
あ

る
自

己
"

が
肯

定

さ
れ

る

で

あ

ろ
う

。

そ
し

て
、

主
体

と

し

て

の
自

己

は
不

滅

で
あ

り
、

実

質
的

に
真

実

の
自

己

で
あ

る
。

ブ

ッ
ダ

の
臨

終

の
説

法

、
「
自

己

(
ア

ー

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ト

マ
ン
)

に
た

よ

れ

」

に
お

け

る

"自

己
〃

は
、

再

帰
代

名

詞

と

し

て
理
解

さ

れ

る

べ
き

で
あ

る
。

ア
ー

ト

マ
ン

〔
パ

ー

リ
語

。

ア

ッ

タ

ー
〕

は

"自

己
自

身

〃

を

意

味

し
、

こ

の
語

の

"指

示
対

象

"

は

存
在

し

な

い
。
初

期

仏

教

に
お

い

て
は
、

弥

ハ
外

ト
は
単

な

る

名

称

に
過

ぎ
な

い
。

初

期

仏

教

に

お

い

て
は
、

個

別

的

な
永

遠

の
自

己
、

す

な

わ
ち
、

認

識

し

つ

つ
あ

る
主
体

、

行

為

し

つ

つ
あ

る
自

己

は
、

ブ

ッ
ダ

に

よ

っ
て
否
定

さ
れ

た
f

わ

た

く

し

は
、

こ

の

よ
う

に
考

え

る
。

真
実

の
自

己

は
初

期

仏

教

に

は
見

い
出

さ

れ

な

い
。

テ

ー

ラ
ヴ

ェ
ー

ダ

に

属

す

る

哲

学

学

派

と

し

て

重

視

さ

れ

る

の

は

、

説

一
切

有

部

〔G。
碧

轟

ω二
畠

島
邑

お

よ

び

経

量

部

〔ω
山
」口
一H
帥
口
酔
=
(餌
〕

で
あ

ろ

う
。

中

村

博

士

の

『
イ

ン
ド
思

想

史

』

に

は
、

こ
れ

ら

二

つ
の
哲

学

学

派

に

つ
い
て

の
説

明

が

見

い
出

さ

れ
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る

〔94
頁

以
下
〕
。
説

一
切
有
部

の
基
本
的
な
立
場

は
、
二

切

は
存
在
す
る
」
と

い
う

こ
と

で
あ
ろ
う
。
過
去
、
現
在
、
未
来

に
お

け

る

一
切

は
同
時

に
存
続

す
る
と

い
う

の
が
、
コ

切

は
存
在
す

る
」

こ
と

で
あ
る
。
制
約

さ
れ

て
い
る
存
在
要
因

〔
1ー
ダ

ル

こ

は
生
起

す

る

の
で
は
な
く
・
替
窃
亦

か
!

の

で
あ

る
。
制

約
さ
れ

て
い
る
ダ

ル

マ
は
短
命

で
は
な
く
長
く
続
く
と
考

え
ら
れ
る
。
過
去
、

現

在
、
未
来

は
同
時

に
存
在
す

る

〔共
在
す

る
〕
。
中
村
博
士

は
、
説

一
切
有
部

に
関
し

て

「
法

そ

の
も

の
は
過
去

.
現

在

.
未

来

を

通

じ

て
自
己
同

一
を
保

っ
て
い
る
」

〔95
頁

〕
と
言

う
。

カ

ル

マ
ン
の
法
則
と

い
う
背
景

に
お

い
て
過
去

.
現
在

.
未
来

の
存

在

が
同

時

に
受

け
入
れ

ら
れ
た
に
違

い
な

い
。

三
時

〔過
去

・
現
在

・
未
来
〕

の
共

在
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
現
在
と
未
来

に
対

す
る
過
去

の
作

用

は
明

ら
か

で
あ
ろ
う
。
経
量
部

は
、
そ

の
名
称

か
ら
も
知

ら
れ
る
よ
う
に
、
説

一
切
有
部

の
ア
ビ
ダ

ン

マ

・
ピ
タ
カ
を
排
斥

し

て
、

ス

ッ
タ

・
ピ
タ

カ
に
頼

っ
た
も

の
で
あ
る
。

そ
し

て
、
説

一
切
有

部

の

コ

切

は
存
在
す

る
」
と

い
う
主
張
を
否
定

し
、
現
在

だ
け

が
実

際

に
存
在
し
、
過
去
と
未

来

は
存
在

し
な

い
と

い
う
立
場

を
取

っ
た

〔中
村
元

『
イ

ン
ド
思
想

史
』

96
頁
参
照
〕
。

経

量

部

に
お

い
て

は
超
個
人
的

な
意
識

が
認
め

ら
れ
、
そ

の
た
め

に
、
経
量
部

は
唯
識
学
派

に
そ
れ

の
土
台
を
提
供
す

る

こ
と
が
出
来

た
、

と
言

え
る

で

あ

ろ
う
。

初
期
仏
教

に
お

い
て
ア
ー
ト

マ
ン

〔自
己
〕
は
否
定

さ
れ

て
い
な

い
と

い
う

の
が
中
村
説

の
ポ
イ

ン
ト
で
あ

る
。
ブ

ッ
ダ
は
個
別
的

な
、
永
遠

の
自
己
を
否
定
し
た
と

い
う

の
が
、

わ
た
く
し

の
考

え
方

で
あ

る
。
わ

た
く
し
自
身

の
視
点

に
お

い
て
は
、
中
村
説

は
消

極

的

に
理
解

さ
れ
る
。
と

こ
ろ

で
、

ゴ

ー
タ

マ
は
四

つ
の
貴

い
真

理
を
説
き
、
人

々
を
苦
し
み
か

ら
解
放
し
よ
う
と
し
た
。
中
村
博
士

は

四

つ
の
貴

い
真

理

〔
11
四
諦
〕

を
示
す

の
で
あ
る
。
彼

に
よ
れ
ば
、
苦

し
み
と

い
う
真

理
、
苦

し
み

の
生
起
と

い
う
真

理
、
苦

し
み

の

止
滅

と

い
う
真

理
、
苦

し
み

の
止

滅

に
み
ち
び
く
道
と

い
う
真

理
が

〈
四
種

の
真

理
〉

で
あ
る
。
そ
し

て
、

そ
れ
か
ら
、
中
村

博
士

は

え
ん

ぎ

"縁
起
"

(冨

ロ
8
鋤
の
餌
ヨ
后

8

&

)

に

つ
い
て
説
明
す

る
。
「
わ
れ
わ
れ

の
現
実

の
日
常
生
活

が
老
病
死
な
ど

の
苦

に
悩

ま

さ

れ

て

い
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る
冷
酷
な
事
実
を
直
視

し
、
何
故

か
か

る
苦

が
現
わ
れ

て
い
る
か
、
そ

の
所

以
を
探
究

し

て
、

結

局

人
生

の
真
実

相

に
関

す

る
無
知

む

み
ょ
う

(
※
無

明
)

が
わ
れ

わ
れ

の
生
存

の
根
抵

に
存
し
、

そ
れ
が
根
本
条

件
と
な

っ
て
い
る
か
ら
、
そ

の
無
明
を
滅

ぼ

す

こ
と

に
よ

っ
て
わ

れ

わ
れ

の
苦
も
消
滅
す

る
と

い
う
趣
意

を
明
ら
か

に
し

よ
う
と
し

て
い
る
」

〔『
イ

ン
ド
思
想
史
』

62
-
63
頁
〕

こ
の
よ
う

に
、

中

村
博
士

は
言

っ
て
い
る
。

四

つ
の
貴

い
真

理
と
並
ん

で
初
期
仏
教

を
代
表
す

る

の
は

"縁
起
"

で
あ
る
。
十

二
縁
起

は
後

に
仏
教

教
団

の

メ
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
編

み
出

さ
れ
た
と
し

て
も
、
縁
起

の
思
想

そ

の
も

の
は
、
恐

ら
く
、
ブ

ッ
ダ

に
よ

っ
て
考

え
出

さ
れ
た
も

の
で

あ

ろ
う
。
『
イ

ン
ド
思
想
史
』

に
お

い
て
中
村

博
士

は
縁
起

に

つ
い
て
、

ほ
と

ん
ど
説
明

し

て
い
な

い
。
そ
れ
は
、

そ
れ

で
い

い
。

問

題
な

の
は
、
縁
起
と

い
う
思
想

が
相
互
依

存
、
相
互
関
係

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
代
表
す

る
と
い
う

こ
と

で
あ
る
。
縁
起

は
制
約

さ
れ

て

い
る
生
起
を
意
味
す

る
。
縁
起
が
成
立
す

る
た
め

に
は
、
変
化
し
な

い
、
何
か
あ
る
無

制
約
な
も

の
が
否
定

さ
れ

ね
ば
な
ら
な

い
。
歩

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

自
己
説

は
縁
起
説

の
論

理
的

帰
結

で
あ

る
。
変
化
し
な

い
、
永
遠

の
自

己
が
否
定

さ
れ

て
初

め

て
、

こ
の
世

に
お
け
る
生
成

の
プ

ロ
セ

ス
は
成
立

す
る
。
縁
起

を
発

明
し

た
ブ

ッ
ダ
f

彼
が
変
化
し
な

い
永
遠

の
自

己
を
認
め

た
な
ど
と

い
う

こ
と
が
あ
り
得
よ
う
か
?

皿

.

ギ

ー

タ

ー

の

テ

ー

マ

イ

ン
ド
の
大
叙
事
詩

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
お
よ
び

『
ラ
ー

マ
ー
ヤ
ナ
』

は
、
西
暦

紀
元
前

四
〇
〇

1
西
暦
紀
元

一
〇
〇
年

の
問

に

成
立
し
た

よ
う

に
思
わ
れ

る
。

マ
ハ
ー
バ
ー

ラ
タ
は

「
戦
争
調
を
主
軸
と
し

て
そ

の
他
多
数

の
神
話

・
伝
説

・
物
語
を
包
含

し
、
当
時

の
法
律

.
政
治

.
経
済

.
社
会
制
度

を
窺
知

せ
し
む

べ
き
無

尽
蔵

の
資
料
を
有

し
、

さ
ら

に
当
時

の
民
間
信
仰

・
通
俗
哲
学
を
も
伝

え
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て

い
る
」

〔『
イ

ン
ド
思
想

史

』

剛
頁

」

の

で
あ

る
。

『
バ

ガ
ヴ

ァ

ッ
ド

・
ギ

ー
タ

ー
』

は

マ

ハ
ー

バ

ー

ラ
タ

の

一
部

を

構

成

し

、

哲

学

詩

と
名

づ

け

ら

れ

る
。

ギ

ー

タ

ー

に

つ
い

て
、

中

村

博

士

は
次

の
よ

う

に
言

う
ー

1

「
も
し

も

、

(
イ

ン
ド
精

神

)

を

表

現

す

る

た

だ

一
冊

の
書

を
挙

げ

よ
、

と
言

わ

れ

る
な

ら

ば

、

そ
れ

は

『
バ
ガ

ヴ

ァ

ッ
ド

・
ギ

ー
タ

ー
』

で
あ

る
と

い
わ

れ

る
」

〔塒

頁

〕

と

。

ま

さ

に
、

そ

の
通

り

で
あ

る
。

マ

ハ
ー

バ

ー

ラ
タ

は
、

カ

ウ

ラ
ヴ

ァ
族

と

パ

ー

ン
ダ

ヴ

ァ
族

の
間

の
戦

闘

の
物

語

で
あ

る
。

パ

ー

ン
ダ

ヴ

ァ

族

の
王
、

パ

ー

ン
ド

ゥ
の
五

人

の
王

子

の
ひ
と

り

ア

ル
ジ

ュ
ナ

は
、

自

己

の
血

族

で
あ

る

カ

ウ

ラ
ヴ

ァ
族

と
戦

い
、

彼

ら

を
殺

害

し
な

け
れ

ば

な

ら

な

か

っ
た
。

ア

ル
ジ

ュ
ナ

の
御

者

に
姿

を

変

え

て
い

る
ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ

の
化

身

ク

リ

シ
ナ
神

は
、

ア

ル
ジ

ュ
ナ

に
向

か

い
、

お
も
む

た
め
ら

う

こ
と
な
く
直

ち

に
戦
場

に
赴
き
、
敵
を
殺
害

す

る
よ
う
に
命
令
す

る
。
戦
闘

に
お

い
て
自

己

の
敵

を
殺
害

せ
よ
!

こ
れ
が

ア
ル
ジ

ュ
ナ
王
子

に
対
す

る
ク

リ
シ
ナ
の
命

令

で
あ

る
。

「
筍
も
武
士

た
る
も

の
は
、
死

力
を
尽
く
し

て
戦

う
と

い
う

こ
と

の
う
ち

に
そ

の
本
務

(ω
<
9。
α
冨

触ヨ
山
)

が

存

す

る
。

義

務
を

果

た
す

た
め

に
は

一
切
を
放
榔

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

か
か
る
義

務
観

に
お

い

て
は
、
必
然

に
自

己

の
本
務
を
果
た
す

こ
と

が
中
心
問

題
な

の
で
あ
り
、
事

の
成

否
は
敢

て
問
題
と

し
な

い

…

義
務

の
た
め

に
義
務
を
尽

く
す

べ
き

で
あ

る
と

い
う
思
想

が

こ
こ
に
明
確

に
表
示

さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
」

〔『
イ

ン
ド
思
想

史
』

脳
頁
〕

こ
の
よ
う

に
中
村
博
士

は
言
う
。
そ
し

て
、
彼

は
更

に
次

の
よ
う

に
付

け

加

え

る
ー

「
ア

ル
ジ

ュ
ナ
は

ク

リ

シ

ュ
ナ

の

こ

の
語

を

聞

い

て
、

こ

の
戦

の
意

義

を

理

解

し

た

の

で
あ

る

が

、

し

か

し
、

か

れ

の
胸

中

に

は

な

お
陰

繋

が
残

っ
て

い

て
、

心

の
煩

悶

が
除

か

れ

な

い
。

そ

こ

で

ク
リ

シ

ュ
ナ

は

ア

ル
ジ

ュ
ナ

に
対

し

て
次

に
最
高

の

人

格

神

ヴ

ィ
シ

ュ
ヌ
の
信

仰

に

よ

る
救

済

を
明

か
す

」

〔
塒
頁

〕

と

。
義

務

の

た

め

に
自

己

の
義

務

を

尽

く

す

べ
き

で

あ

る

と

い

う

思

想

〔
ーー
カ

ル

マ

.
ヨ
ー
ガ

〕

を

聞

き

、

ア

ル
ジ

ュ
ナ
王

子

は

「
こ

の
戦

の
意

義

を

理
解

し

た
」

け
れ

ど
も

、

ク
リ

シ

ュ
ナ

は

ア

ル
ジ

ュ

ナ

に
対

し

て

「
次

に
最

高

の
人

格

神

ヴ

ィ
シ

ュ
ヌ

の
信

仰

に
よ

る

救

済

を

明

か
す

」

と

中

村
博

士

は

言

い
、

ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ

の
化

身

・
権
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化

で
あ

る

ク

リ

シ

ナ
神

は

二

切

の
生

類

に
対

し

て
恩

寵

を

た

れ

救
済

を
行

な

う

か

ら
、

こ
の
最
高

神

に
対

し

て
熱

烈

な

信
仰

〔σ
7
良

鉱

信
愛
〕
を

い
だ

く

べ
き

こ
と
を
強
調

し

て
い
る
」

〔鵬
頁
〕
と
言

う
。
中
村

博
士

は
、
更

に
次

の
よ
う
な

ク
リ
シ
ナ
神

の
メ

ッ

セ
ー
ジ
を
彼

の
読
者

に
伝

え
る

『
わ
れ

は

一
切

の
生
類

に
対
し

て
平
等

な
り
。

わ
れ

に
憎
む

べ
き
も

の
な
く
、

ま

た
愛
す

べ
き
も

の
な

し
。

さ
れ

ど
信

仰

心

(げ
げ
異

ε

を

以

て
わ
れ
を
拝

す
る
も

の
あ
ら
ば
、
か
れ
ら
は
わ
れ

の
中

に
在
り
、

ま
た
わ
れ
も
か
れ
ら

の
中

に
在

り
』
(
九

.
二

九
)
。

最
高
神

の
前

に
お

い
て
は

一
切

が
恕

さ
れ

る
。
『
ひ
と

え

に
わ
れ

に
帰
依
す

べ
し
。
わ
れ
汝
を

一
切

の
罪
悪

よ
り
解
脱

せ

し

む

べ
し
。
汝
憂

う
る

こ
と
な
か
れ
』

(
一
八

・
六
六
)
。

こ
の
神

は
善
人

を
救
済

せ
ん
が
た
め

に
、
ま
た
悪
人

を
絶
滅

さ
せ
る
た

め

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
時
期

に
権
化

の
か
た
ち
を
と

っ
て
出
生
す

る
が
、

か
れ

に
信
仰
帰
依
す

る
な
ら
ば
、
悪
人

と

い
え
ど
も
救

わ
れ

る
。

ひ
と
が
熱

烈
な
信

愛

に
よ

っ
て
最
高
神

の
恩
寵

に
あ
ず
か

り
、
最
高
神

の
本

性
を
知

る
な
ら
ば
、
輪
廻

の
世

界
を
脱
す

る
。

解

脱
し
た
者

は
最
高

神
と
本
質
を
等
し
く
す

る

に
至

る

(
一
四

・
二
)
。

か
か

る
教
え
を
聞

い

て
ア
ル
ジ

ュ
ナ
王
子

は

『
わ

が
覚
悟

は
定

ま

っ
た
。
疑
惑

は
す

で
に
去

っ
た
』
と

い

っ
て
、
心

の
不
安

を

去

っ
て
欣
然
と
し

て
戦
場

に
出
陣

し
、
偉
功

を
立

て
た
と
い
う
。

〔
鵬
-
鵬
頁
〕

私

見

に
よ

れ

ば

、

ア

ル
ジ

ュ
ナ

に
対

す

る

ク

リ

シ
ナ

の
第

一
の
命

令

は
、

「
戦

士

階

級

〔
1ー
ク

シ

ャ
ト

リ

ヤ
〕

に
属

す

る

ア

ル
ジ

ュ

ナ

は
、

ク

シ

ャ
ト

リ

ヤ
と

し

て

の
義

務

を

遂

行

す

べ
き

だ
」

と

い

う

こ
と

で
あ

る
。

ク

シ

ャ
ト

リ

ヤ

の
義

務

は
戦

闘

に
お

い

て
自

己

の

敵

を
殺

害

す

る

こ
と

で
あ

る
。

ク

リ

シ
ナ

の
第

二

の
命

令

は
、

「
自

己

の
行

為

の
結

果

に
執

着

す

る

こ
と

な

く
、

ア

ル
ジ

ュ
ナ
は
、
日

々
、
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ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

行

為

す

べ
き

で
あ

る
」

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
命

令

は
、

ギ

ー

タ

ー

に
お

い

て
カ

ル

マ

・
ヨ
ー
ガ

〔行

為

の
道

〕

と

名

づ

け

ら

れ

る
。

ク

シ

ャ
ト

リ

ヤ

の

"自

己

の
義

務

"

〔ω
く
巴

ゴ
震
ヨ
巴

お

よ
び

"
カ

ル

マ

・
ヨ
ー
ガ

"

を
実

行

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

ア

ル
ジ

ュ

ナ
は
平
静

な
心
を
以

て
戦

い
、
自

己

の
血
族

で
あ

る

"敵
"
を
平
然
と
殺
害
す

る
こ
と
が
出
来

る
ー

こ
れ
が
、

ク
リ
シ
ナ
の
二

つ
の

命

令

で
あ

る
。

い
と

ア

ル
ジ

ュ
ナ

に
対

す

る

ク

リ

シ

ナ

の
第

三

の
命

令

は
、

「
わ

た
し

を

愛

す

る
人

は
、

わ

た

し

に
と

っ
て
愛

し

い
。

わ

た

し

を

献

身

的

に
愛

し

、

わ

た

し

に
忠

誠

を
誓

え
ば

、

わ

た
し

は

あ

な

た
を

救

済

す

る

で
あ

ろ

う
」

と

い

う

こ
と

で
あ

る
。

ク

リ

シ
ナ

は

ア

ル
ジ

ュ
ナ

に
対

し

て

"神

の
愛

"

〔寒

簿

邑

を

要
求

す

る
。

し

か

し

ク

リ

シ

ナ
が

ア

ル
ジ

ュ
ナ

に
約

束

す

る

"
愛

の
道

"

§

§
ミ
焼乏
§

〕

は

"
互
恵

的

"

で

あ

る
。

も

し

も
、

ア

ル
ジ

ュ
ナ
、

あ

る

い

は
人

間

　
般

が

ク

リ

シ
ナ
を

愛

す

れ

ば

、

ク
リ

シ
ナ
も

そ

の
見

返

り

と

し

て

彼

あ

る

い
は
人

間

を
愛

す

る
。

し

か

し

、

彼

あ

る

い
は
人

間

が

ク

リ

シ

ナ
を
愛

さ

な

け

れ

ば
、

ク

リ

シ
ナ
も

ま

た

そ

の
人

を
愛

さ

な

い
。

ク

リ

シ
ナ
神

を
憎

む
人

そ
れ

が

ア

ル
ジ

ュ
ナ

で
あ

れ

、

あ

る

い
は
誰

で
あ

ろ
う

と
ー
ー

を

、

ク

リ

シ

ナ
は
愛

さ
な

い
。

そ

の
人

を

ク

リ

シ

ナ

は
憎

み
、

彼

あ

る

い
は
彼

女

を
地

獄

へ
落

と

す

こ
と

さ

え

厭

わ

な

い
。

確

か

に

、

ク

リ

シ

ナ
神

は
次

の

よ

う

に
言

う

「
す

べ

て

の
生

き

も

の

に
対

し

て
、

わ

た

し

は
平

等

で
あ

る
。

わ

た

し

に
は
憎

む

べ
き

も

い
な

い
、
愛

し

い
も

の
も

い

な

い
」

と

。

し

か

し

、

こ

の
神

は
引

き

続

き

、

次

の

よ

う

に
言

う

の

で
あ

る

ー
ー

「
し

か

し
、

献

身

的

な
愛

を

以

て
わ

た

し
を

愛

す

る
人

は
、

わ

た

し

の
中

に

い

る
、

そ
し

て
、

わ

た

し

も

ま

た
彼

ら

の
中

に

い

る
」
〔九

・
二
九

〕
と
。

ク
リ

シ

ナ
を
憎

む
人

の
中

に
、

こ

の
神

は
宿

る

の

で

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

ろ

う

か
?

「
わ

た

し

に
は
憎

む

べ
き

も

の
も

い
な

い
、
愛

し

い
も

の
も

い
な

い
」
と

言

い
な

が

ら

、

そ

れ

に
も

か

か

わ

ら
ず

、

ク

リ

シ

ナ

は

「
わ

た

し
を

愛

す

る
人

は
、

わ

た

し

に
と

っ
て
愛

し

い
」
、

「
愛

を
有

す

る
人

は
、

わ

た
し

に
と

っ
て
愛

し

い
」

〔十

二

・
十

四

1

二
〇

参

照
〕

と
、

繰

り

返

し
、

繰

り

返

し
強

調

す

る
。
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わ

た

く

し

は
、

少

し
前

に
、

"愛

の
道

"

に
関

す

る
中

村
説

を

引

用

し

た
。

愛

の
道

に

つ
い

て

の
中

村

博

士

の

文

章

は

、

ほ

と

ん

ど

と
ぼ

全

部

、

ギ

ー
タ

ー

か

ら

の
引

用

で
あ

り
、

博

士

自

身

の
言

葉

は
乏

し

い
。

わ

た

く

し
が

引

用

し

た
中
村

博

士

の
引

用

に
関
す

る
限

り
、

「
最

高

神

の
前

に
お

い

て
は

一
切

が

恕

さ
れ

る
」

と

い
う

文
句

だ
け

が

彼

自

身

の
思

想

で
あ

る
。

し

か

し
、

「
最

高

神

の
前

に
お

い
て

は

一
切

が
恕

さ

れ

る

」

の

で
あ

ろ
う

か
?

"
一
切

は
許

さ
れ

る
"

と

、

わ
れ

わ

れ

は

言

う

こ
と

も
出

来

る
。

"
一
切

は

許

さ

れ

て

い

な

い
"

と

、

わ

れ

わ

れ

は
言

う

こ
と

も
出

来

る
。

ク

リ

シ

ナ
は
次

の
よ

う

に
説

い

て

い
る

「
た
と

い
極

悪

人

で
あ

っ
て
も

、

他

の

人

で

は

な
く

、

わ

た

し

を

愛

す

る
な

ら

ば

、

彼

は

ま

さ

に
善

人

で
あ

る
と

見

な

さ

れ

る

べ
き

で
あ

る
。

な

ぜ

な

ら
、

彼

は
正

し

く
決

心

し

す
み

た

か

ら

で
あ

る
」

〔九

・
三
〇

〕

と

。

更

に
、

彼

は
次

の
よ

う

に
言

う

「
速

や

か

に
、

彼

は
徳

の
高

い
人

間

に

な

り

、

永

遠

の
休

ら

ぎ

に
達

す

る
、

お

お

、

ク

ン
テ

ィ

ー

の
息

子

よ
1

わ

た

し

を
愛

す

る
人

は
破

滅

し
な

い
」

〔九

・
三

一
〕

と

。

ク

リ

シ

ナ

を

愛

す

る
人

、

ク

リ

シ

ナ

に
献

身

す

る
人

彼

が
他

人

を

殺

傷

し

よ

う
と

、

極
悪

非

道

の
行

な

い
を

し

よ

う
と

、

ク

リ

シ

ナ
を
神

と

し

て
愛

し

さ

え
す

れ
ば

、

そ
れ

だ

け

で
彼

は
救

わ

れ

る
!

"す

べ

て
は
許

さ

れ

る
"

の

で
あ

る
。

ク

リ

シ

ナ
を
愛

す

る
人

は
悪

い
行

為

を

し

よ
う

と

、

そ

の
行
為

に

よ

っ
て
少

し

も

汚

さ

れ

な

い
。

ク

リ

シ

ナ

に
対

す

る
愛

さ

え

あ

れ
ば

、

善

で
あ

れ

、
悪

で
あ

れ

、

一
切

の
行

為

は
無

意

味

に
な

る
。

他

方

に
お

い

て
、

ク

リ

シ
ナ

を
愛

さ
な

い
人

、

彼

を
憎

む
人

は
、
決

し

て

"許

さ

れ

な

い
"

の

で
あ

る
。
愛

の
神

、

ク

リ

シ
ナ

の

メ

ッ
セ

ー
ジ

は
次

の
通

り

で
あ

る
l
l

わ

た

し

に
心

を
向

け

て

い
れ

ば

、

わ

た

し

の
恵

み

に

よ

っ
て

一
切

の
苦

難

は
克

服

さ
れ

る

で

ろ
う
。

し

か

し

、

ズ

ム
か

ら

〔
わ

た
し

の
言

う

こ
と

を

聞

こ
う

と

し

な

け

れ

ば

、

お
前

は
破

滅

す

る

で
あ

ろ

う

〔十

八

.
五
八

〕

お

前

が

エ
ゴ

イ
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神

を

愛

す

る
人

は
悪

か

ら
解

放

さ

れ

て
救

わ
れ

る
。

し

か

し

、

故

意

に
神

に
背

く
人

々

に
対

し

て
ク

リ

シ
ナ

は
極

め

て
冷

酷

で
あ

る

〔十

六

・
七

-
二

〇

〕
。

ク

リ

シ
ナ
を

憎

む
人

々
を

ク

リ

シ

ナ
は

地
獄

に
落

と

し
、

徹

底
的

に
彼

ら

を

苦

し

あ

、
彼

ら
を

破

滅

さ

せ

る
。

彼

ら

は
破

滅

し

、

地

獄

の
刑

罰

は
最

終

的

で
あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る
。

神

を

愛

す

る
人

は
神

に
愛

さ

れ

て
救

わ

れ

る
。

し

か

し
、

神

を

愛

し

な

い
人

は
神

に
呪

わ

れ

て
地

獄

に
落

と

さ
れ
、

そ

し

て
破

滅

す

る
!

こ

れ

が
、

ギ

ー

タ

ー

に
お

け

る

"愛

の
道

"

の

テ
ー

マ
で

あ

る
。

"自

己

の
義

務

"

お

よ

び

"
カ

ル

マ

・
ヨ
ー

ガ
"

の

テ

ー

マ
は
何

で
あ

ろ

う

か
?

自

己

の
義

務

は
、
敵

を

殺

害

す

る

こ
と

を

是

認

す

る
。

そ
し

て
、

カ

ル

マ

・
ヨ
ー

ガ

〔執

着

を

離

れ

て
な

さ

れ

る
行

為

〕

に
お

い

て
は
、

自

己
自

身

の
利

益

を

顧

慮

し

な

い
限

り

、

ど

ん

な
行

為

も

、

終

局

的

に

は
許

さ

れ

る
。

そ
し

て
、

カ

ル

マ

・
ヨ
ー

ガ
、

お

よ
び

バ

ク

テ

ィ

・
ヨ
ー
ガ

と
並

ん

で
ギ

1

タ

ー
を

代

表

す

る

の

は

"認

識

の
道

"

で
あ

る
。

認

識

の
道

に
よ

れ

ば

、

ア
ー

ト

マ
ン

〔真

実

の
自

己
〕

だ

け

が
唯

一
の
実

在

で
あ

る
。

し

か

し

、

身

体

は

現

実

に
存

在

し
な

い
。

身

体

の
価

値

は
低

い
。

身

体

は
消

滅

す

る

か

ら

で
あ

る
。

し
か

し

、

ア

ー

ト

マ

ン
は
生

ま

れ

る

こ
と

も

な

く
、

死

ぬ

こ
と

も

な

い
。

「身

体

が

殺

害

さ
れ

る
時

に
、

ア

ー
ト

マ
ン
は
殺

害

さ

れ

な

い
」

〔二

・
二
〇

〕

の

で
あ

る
。

ア
ー

ト

マ

ン

は

不

滅

で
あ

っ
て
、

殺

害

さ
れ

な

い
。

わ

れ

わ
れ

に

よ

っ
て
殺

害

さ

れ

る

の
は
身

体

だ

け

で
あ

る
。

消

滅

す

る
身

体

を

殺

害

し
た

り
、

苦

し
め

る

こ
と

を

、

わ

れ

わ

れ

は
少

し

も

気

に
病

む

こ
と

は
な

い
。

そ
れ

ゆ

え

に

ア

ー

ト

マ
ン
を

認

識

す

る
人

は
武

器

を

執

っ
て
立

ち

上

り
、

敵

を

殺

せ
!

1

こ
れ

が

、

ア

ル
ジ

ュ
ナ

に
対

す

る

ク

リ

シ

ナ

の
命

令

で
あ

る
。

ク
リ

シ
ナ

の

こ

の
命

令

を

受

け

入

れ

て
、

ア

ル
ジ

ュ
ナ
は

「
心

の
不
安
を
去

っ
て
欣
然

と
し

て
戦
場

に
出

陣

し
」
た

の
で
あ

る
。
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W
.
六
派
哲
学
と
大
乗
仏
教
哲
学

ヴ

ェ
ー
ダ

の
権

威

を

否

定

す

る
異

端

的

な
学

派

が
、

仏

教

、

ジ

ャ
イ

ナ
教

、

お

よ

び
唯

物

論

の
体

系

で
あ

り

、

ヴ

ェ
ー
ダ

の
権
威

を

否
定

し

な

い
学

派

は

二

つ
に
大

別

さ

れ

る
。

ヴ

ェ
ー
ダ

か

ら

独

立

し

た
論

拠

に
基

づ

い

て

い
る

の

が

、

サ

ー

ン
キ

ヤ
、

ヨ

ー

ガ

、

ニ

ヤ

ー

ヤ
、

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

の
諸

学

派

で
あ

る
。

ヴ

ェ
ー
ダ

聖

典

に
基

づ

い

て

い
る

の
が

、

ヴ

ェ
ー
ダ

の
儀
式

を
重
視

す

る
ミ
ー

マ
ー

ン
サ

ー
学

派

、

お

よ
び

ヴ

ェ
ー

ダ

の
知

識

を
重

視

す

る

ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ
学

派

で
あ

る
。

サ

ー

ン
キ

ヤ
、

ヨ
ー
ガ

、

ニ
ヤ

ー

ヤ
、

ミ

ー

ろ

っ

ば

て

つ
が

つ

マ
ー

ン
サ

ー
、

お

よ

び

ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ

は
正

統

バ

ラ

モ

ン

の
哲

学

体

系

で
あ

り

、

日
本

で
は

"六

派
哲

学

"

と

呼

ば

れ

る
。

中

村

博

士

は
、

バ

ル

ト

リ

ハ
リ

の
言

葉

の
形

而

上

学

を

正

統

バ

ラ

モ

ン
の
哲

学

体

系

に
含

め

て
、
彼

の

『
イ

ン
ド
哲

学

史

』

に
お

い

て
叙

述

し

て

い
る
。

伝

統

的

な
研

究

方

法

に
基

づ

い

て
、
中

村

博

士

は

一

古

典

サ

ー

ン
キ

ヤ

説

の
体

系

〔
㎜

1

鳩

頁

〕
、

ニ

ョ
ー

ガ

学

派

〔
M

ー

㍑
頁

〕
、

三

ミ

ー

マ
ー

ン
サ

・-
学

派

〔即

i

囎
頁

〕
、

四

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
学

派

〔
励

-
燭
頁

〕
、

五

ニ
ヤ

ー

ヤ
学

派

と

論

理

学

〔
鵬

ー
㎜
頁

〕
、

お

よ

び

ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ

学

派

〔
㎜

1

悩
頁

〕

に

つ
い

て

ス
ケ

ッ
チ
し

て

い
る
。

さ

て
、

中

村

博

士

は

「
サ

ー

ン
キ

ヤ
学

派

で
は
、

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
哲

人

ウ

ッ
ダ

ー

ラ
カ

の
思

想

を
批

評
的

に
改

革

し

て
、
唯

一

な

る
有

の
代

わ

り

に

二

つ
の
実

体

的

原

理

を

想

定

し

た
。

ど

ち

ら
も

永

久

に
実
在

す

る

も

の

で
あ

る
」

〔
㎜
頁

〕

と

言

う
。

ウ

ッ
ダ

ー

ラ
カ

の

"有

"

〔。・ミ

存

在

〕

は
、

そ
れ

か

ら
世

界

が

生

起

す

る
唯

一
の
原

理

で
あ

り
、

純
粋

精

神

と
根

本

質

料

と

い
う
二
元
論

を

ウ

ッ

ダ

ー

ラ

カ

の
思

想

の
批

判

的

改

革

で
あ

る

と

い
う
彼

の
考

え

を

、

わ

た

く

し

は
受

け

入

れ

る

こ
と

が

出
来

な

い
。

し

か

し
古

典

的

形

態

プ

ル

シ

ア

プ

ラ

ク

リ

テ

ィ

の
サ
ー

ン
キ

ヤ
が
純
粋
精
神

と
根
本
質
料

と

い
う
二
元
論

の
上

に
組

み
立

て
ら
れ

て
い
る

こ
と

は
否
定
さ
れ
得

な

い
。

プ

ル
シ
ア
は
意
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識

で
あ

り

、

プ

ラ
ク

リ

テ

ィ
は
無

意

識

で
あ

る
。

プ

ラ

ク

リ

テ

ィ
が

プ

ル

シ

ア
に
見

ら

れ

た
時

に
、

プ

ラ
ク

リ

テ

ィ
を
構

成

す

る
三

つ

の
要

因

(グ

ナ

ーー

サ

ッ
ト
ヴ

ァ

.
ラ
ジ

ャ

ス

・
タ

マ

ス
〕

の
バ

ラ

ン

ス
が

破

ら

れ

、

プ

ラ
ク

リ

テ

ィ
か

ら

世
界

が
開

展

す

る
i
!

こ
れ

が

サ

ー

ン
キ

ヤ

の
哲

学

体

系

の

ア
ウ

ト

ラ

イ

ン
で
あ

る
。

サ

ー

ン
キ

ヤ
と
姉

妹

関
系

に
あ

る

ヨ
ー
ガ

学

派

は
、

サ

ー

ン
キ

ヤ

の
理

論

の

実

践

法

と

し

て
理

解

さ
れ

る

べ
き

で
あ

る
。

ヨ
ー
ガ

と

は
何

か
?

こ

の
問

い
に
、
『
ヨ
ー
ガ

・
ス
ー

ト

ラ
』

〔
1

・
2
〕

は
次

の

よ

う

に
答

え

て

い

る

「
ヨ
ー

ガ

と

は
、

心

の
作

用

を
静

止

さ

せ

る

こ
と

で
あ

る
」

と

。
精

神

の
作

用

を
静

止

さ
せ

る

こ
と

が

ヨ
ー
ガ

の

目

標

で
あ

る
。

そ

し

て
、

こ

の
目

標

は
沈

思

に
よ

っ
て

の
み

達

成

さ
れ

る
。

精

神

の
静
止

は
、

人

を
完

全

な
知

識

、

心

の
永

遠

の
平

安

・

お

よ
び

自

己

な

い
し
神

の
実

現

と

い

う
至

福

の
状

態

へ
導

く

の

で
あ

る
。

「
〈
ヨ
ー
ガ
〉

の
語

義

は

心

の
統

一
を

な

す

こ

と

で
あ

る

。

『
心

の
作

用

の
止

滅

』

の
意

味

で

あ

る
と

規

定

し

て

い

る
」

〔
衛
頁

〕

こ

の
よ

う

に
中
村

博

士

は
言

う
。

「
ミ

ー

マ
ー

ン
サ

ー

(ζ

蟹

帥
桓
。。帥
)

学

派

は
、

ヴ

ェ
ー
ダ
聖

典

の
中

に
規

定

さ
れ

て

い
る

祭

祀

・
儀
式

の
実

行

の
意

義

を

哲

学

的

に
研

究

し

て
統

一
的

解

釈

を
与

え

る
学

派

で
あ

る
」

〔
即
頁
〕

こ

の
よ

う

に
中

村

博
士

は

ミ

ー

マ
ー

ン
サ
ー

に

つ
い

て
述

べ

て

い

る
。

ミ

ー

マ
ー

ン
サ

ー

は
ヴ

ェ
ー
ダ

を
正

し

く
解

釈

す

る

た
め

の

ル
ー

ル
の
探

究

に
携

わ

る
。

ヴ

ェ
ー
ダ

は
永

遠

の
昔

か

ら
存

在

し
・

そ

れ

は

人

間

に

よ

っ
て
作

ら

れ

た
も

の

で
は

な

い
。

ミ

ー

マ
ー

ン
サ
ー
学

派

の
主

要

目
的

は

、

ヴ

ェ
ー
ダ

の
権

威

を

確

立

す

る

こ
と

で

あ

る
。

『
ミ

ー

マ
ー

ン
サ

ー

.
ス
ー

ト

ラ
』

に
註

釈

を

施

し

た

の
は

シ

ャ
バ

ラ

ス
ヴ

ァ
ー

ミ

ン
で
あ

り

、
彼

の
註

釈

に
基

づ

い

て

ミ

ー

マ
ー

ン
サ

ー

の
プ

ラ
バ

ー
カ

ラ

お

よ

び

ク

マ
ー
リ

ラ

の

二
大

学

派

が

成
立

し

た

。

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
学

派

に
関

し

て
は
、

中

村

博

士

は

認
識

の
根

拠

な

い
し
手

段

〔直

接

知

覚

と

推

論
〕

に
触

れ

た

あ

と

で
、

そ

れ

の
六

つ
の
カ

テ
ゴ

リ

ー

〔実

体

.
性

質

・
運

動

・
普

遍

・
特

殊

・
内

属

〕

の
説

明

を

し

て

い
る

〔
㎜

ー
固
頁

〕
。

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ

カ

〔～N鋤
一伽
Φ
ω
一評
鋤
〕

が

"特

殊

〃

を

意

味

す

る

こ
と

か

ら

、

こ

の
体

系

は
、

し

ば

し

ば
多

元

論
的

実

在

論

と

呼

ば

れ

る

。

ニ
ヤ

ー

ヤ

の
体

系
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に
お

い

て
最

も

重

要

な

の
は
、

知

覚

、

推

論

、

類

比

、

信

頼

さ

れ

る

べ
き

人

の
言

葉

と

い
う

、

四

つ
の

認

識

手

段

で

あ

る

。

推

論

〔o
コ
ニ
ヨ
碧

巴

、

特

に
、

主

張

、

論

拠

、
例

証

、

適

用

、

お

よ

び

結

論

と

い
う

五

つ
の
部

分

か

ら
成

り
立

つ
推

論

は

、

イ

ン
ド
哲

学

に

対

す

る

ニ
ヤ

ー

ヤ

の
独

特

の
貢

献

で
あ

る

〔
ニ
ヤ

ー

ヤ

の
推

論

に

つ
い

て
は
、

『
イ

ン
ド
思

想

史
』

旧

ー
㎜
頁

参

照

)
。

ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ
哲

学

に

つ
い

て
、
中

村

博

士

は
、

「
ヴ

ェ
ー

ダ

ー

ン
タ
学

派

は
後

代

の
イ

ン
ド

に
お

い

て
最

も

影

響
力

の
大

き
か

っ

た
哲

学

学

派

で
あ

る
」

〔
……
頁

〕

と

言

う

。

ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ
学

派

の
開

祖

は

バ

ー
ダ

ラ

ー

ヤ

ナ

〔西

暦

紀

元

前

一
〇

〇

1

一
年

頃

〕

ナ

だ
つ

で

あ

る
。

彼

は
人

生

の
究

極

の
目

的

を

"
騨

脱

"

で
あ

る

と

見

な

し

、

「
そ
れ

は
ブ

ラ

フ

マ

ン
の
認
識

か

ら

起

こ

る
と

説

い
た
」

〔
剛
頁
〕

の

で
あ

る
。

ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ
学

派

の
根

本

経

典

『
フ
ラ

フ

マ

・
ス
ー

ト

ラ

〔別
名

、

ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ

.
ス
ー

ト

ラ
』

は
西

暦

紀

元

四
〇

〇

1
四
五
〇
年
頃

に
現
形

が
編
集

さ
れ
た
が
、
「
…

ス
ー
ト
ラ
自
体

の
文
句
が
非
常

に
簡
潔

で
あ
り
、

そ
れ

だ

け

で
は

意
義

内

容

を

伝

え
得

な

い

の

で
、

註

解

を
必

要

と

し

た
」

〔旧
頁

〕
。

現

存

す

る
最

古

の
註

解

は

シ

ャ

ン
カ

ラ

〔
八

世

紀

前

半

〕

の

も

の

、

バ

ー

ス
カ

ラ

〔七

五
〇

1
八
〇

〇

年

〕

の
も

の
で
あ

る

が

、

ラ

ー

マ
ー

ヌ
ジ

ャ
な

ど

の
も

の
も

あ

る

〔㎜
頁

参

照

〕
。

「
人

生

の
臼

的

は

解

脱

で
あ

る

が
、

そ

れ

は
ブ

ラ

フ

マ
ン
と

の
合

一
で
あ

る
」

〔
鵬
頁

〕
-

1

こ

の
よ

う

に
中

村

博

士

は
ヴ

ェ
ー

ダ

ー

ン
タ

を

特

徴

づ

け

て

い

る
。

イ

ン
ド
思
想

史

に
は

、

二

つ
の
大

き

な

流

れ

が
存

在

す

る
。

一
つ
の
流

れ

の

ル

ー

ツ
は
、

ヴ

ェ
ー
ダ

の

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
伝

統

で

あ

る
。

こ

の
流

れ

に
お

い

て
は
、

全

く
変

化

し

な

い
真

実

の
自

己

が
真

理
と

し

て
受

け

入

れ

ら

れ

て

い
る
。

ミ
ー

マ
ー
ン
サ
ー
、

ニ
ヤ

ー

ヤ
"
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ

カ
、

サ

ー

ン
キ

ヤ
・
ヨ
ー
ガ

と

い
う

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

の
哲

学

体

系

は
、
全

部

、

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の

ア
ー

ト

マ
ン

に

基

づ

い

て

い
る
。

も

ち

ろ

ん
、

ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ

に
お

い

て
も

、

シ

ャ

ン
カ

ラ
、

ラ
ー

マ
ー

ヌ
ジ

ャ
、

マ
ド

ヴ

ァ
な

ど

は
、

そ
れ

ぞ

れ

ア

ー

ト

マ
ン
を

認

め

て

い

る
。

イ

ン
ド
思

想

に
お

け

る
第

二

の
流

れ

は

、

ア

ー
ト

マ
ン
あ

る

い
は

ア

ッ
タ

ー
を

否

定

す

る
思

考

で
あ

る
。
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ブ

ッ
ダ

に
よ

っ
て
自

己

は
否

定

さ

れ

た
。

ブ

ッ
ダ

に
よ

る
自

己

の
否
定

が

、
第

二

の
流

れ

の

ル

ー

ツ
で
あ

る
。

第

一
の
流

れ

に
お

い

て

は
、

変

化

す

る

こ
と

な

く

、
永

遠

に
存

在

す

る

ア
ー

ト

マ
ン
が

"真

実

の
存
在

"

で
あ

る
。

そ

し

て
、

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

に
お

い

て
は

"生

成

"

は

ま

だ
否

定

さ

れ

て

い
な

か

っ
た

け

れ

ど

も
、

シ

ャ

ン
カ

ラ

の
哲

学

に
お

い
て

は
、

生

成

あ

る

い
は

こ

の
世

界

は

塾
卜

柄

卜

〔幻

影
〕

と

し

て
否

定

さ
れ

た
。

し

か

し

、

仏

教

に
お

い

て

は
変

化

し

な

い
何

か

あ

る
も

の
、
永

遠

に
持

続

す

る
単

一
の

自

己

は

否

定

さ

れ

る
。

一
切

は
流

転

し

て

い

る
、

あ

る

い

は
同

じ

こ
と

だ

が

、

一
切

の
制
約

さ

れ

て

い
る

も

の
は
無

常

で
あ

る
と

い
う

の
が

ブ

ッ
ダ

の
洞

察

で
あ

る
。

自

己

あ

る

い

は
実

体

と

い
う

観

念

は
、
仏

教

に
お

い

て

は
幻
想

で
あ

り
、

人

間

の
思

考

に
よ

っ
て
構

築

さ

れ

た

も

の

に

過

ぎ
な

い
。

シ

ャ

ン
カ

ラ
は
実

体

的

思

考

の
極

端

な
主

唱

者

で
あ

り
、

ナ

ー
ガ

ー

ル
ジ

ュ
ナ

〔龍

樹

〕

は

そ

の
よ

う

な

ヒ

ン
ド

ゥ

i

的

見

解

を

徹

底

し

て
拒

絶

し
た

。

イ

ン
ド

の
正

統

バ

ラ

モ

ン
哲

学

体

系

お

よ

び
仏

教

哲

学

は

イ

ン
ド
思

想

の
二

つ
の
流

れ

を

代

表

し
、

こ
れ

ら

二

つ
の
流

れ

は

互

い

に

否

定

し
合

い
、

決

し

て
和

解

す

る

こ
と

は

な

い
。

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

の
体

系

お

よ

び
仏

教

は
、

イ

ン
ド
思

想

の

二
大
潮

流

で
あ

る
。

少

な

く

と

も

、

わ

た

く

し

は
、

こ

の
よ

う

に
理
解

す

る
。

サ

ー

ン
キ

ヤ
・
ヨ
ー
ガ

、

ミ

ー

マ
ー

ン
サ

ー
、

お

よ

び

ヴ

ェ
ー

ダ

ー

ン
タ

は

、

こ

の

ヴ

ェ
ー
ダ

の
伝
統

に
忠

実

で
あ

り

、

ニ
ヤ

・ー
ヤ
・
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
も

ま

た
個

別
的

主

体

を
自

己

と

し

て
肯

定

し

て

い

る

ゆ

え

に
、

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の

ア

ー

ト

マ

ン
哲

学

の
伝

統

を

継

承

し

て

い

る
。

し

か

し

な

が

ら

、
中

村

博

士

は

「
仏

教

で

は

ア
ー

ト

マ
ン
を

否
定

し

た

の

で
は

な

く

て
、

人

間

の
論

理
的

行

為

の
よ

り

ど

こ
ろ

と

し

て

の

ア

ー
ト

マ
ン
を

承

認

し

て

い
た
」

〔59
頁
〕

と

言

っ
て
、

初

期

仏

教

を

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の

ア
ー

ト

マ
ン
哲

学

の
流

れ

に
属
す

る
と
解

釈

し

た
。

中

村

説

を

容

認

す

れ

ば

、
仏

教

は
革

新
的

思

想

で
は

な

く

、

正
統

バ

ラ

モ

ン
体

系

の

一
つ
の

"枝

"

に
な

っ
て
し

ま

う
。

中

村

説

に
も

か

か

わ

ら

ず

、

ブ

ッ
ダ

は

"自

己

"

を
否

定

し

た
革

新

的

な

思

想
家

で
あ

る
i

ー

こ

の
よ
う

に
、

わ

た

く

し

は

理
解

す

る
。
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ジ

ャ
イ

ナ
教

と

仏

教

は
姉

妹

関

係

に
あ

る

と

言

わ

れ

る
。

二

つ
の
学

派

と

も

、
正

統

バ

ラ

モ

ン
的

思
考

と

異

な

る
異

端

と
し

て
理

解

さ

れ

る
。

し

か

し
、

ジ

ャ
イ

ナ
教

の
思

考

が

極

端

に
実

体

論

的

で
あ

る

の

に
対

し
、

仏

教

哲

学

は
極

端

に
反

実

体
論

的

で
あ

る
。

イ

ン

ド

の
唯

物

論

お

よ
び

ジ

ャ
イ

ナ
教

の
思

考

を

含

め

、

サ

ー

ン
キ

ヤ
・
ヨ
ー

ガ
、

ミ

ー

マ
ー

ン
サ

ー
・
ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ
、

ニ
ヤ
ー
ヤ
・ヴ

ァ

イ

シ

ェ
ー

シ
カ

の
正
統

バ

ラ

モ

ン
哲

学

は
静

止

的

に
思
考

し

、
実

体

論

的

な
図

式

に
属

す

る
。

徹

底

し

て
反
実

体

的

に
思
考

す

る

の
は

仏

教

哲

学

で
あ

る

。

サ

;

ン
キ

ヤ
・
ヨ
!
ガ

に
お

け

る

プ

ル
シ

ア
、

あ

る

い
は

ア
ー
ト

マ
ン
は
、

永

遠

に
変

化

し

な

い
実

体

で

あ

る
。

プ

ル

シ

ア
に
対

立

す

る

プ

ラ

ク

ーー

テ

ィ
は
、

絶

え

ず

変

化

し

て

い

る
け

れ

ど

も

、
本

質

的

に
微

細

な
物

質

で
あ

る
。

ミ

ー

マ
ー

ン
サ

ー

に

お

い

て
は
、

ア

ー
ト

マ
ン
は
知

識

、
運

動

お

よ

び

感

情

と

い
う

属

性

を

見

え

て

い
る
実

体

に
他

な

ら

な

い
。

シ

ャ

ン
カ

ラ
に
お

い

て
、

ア
ー

ト

マ

ン
は

ブ

ラ

フ

マ
ン
と
同

一
視

さ

れ

る
。

ア
ー

ト

マ
ン
は
純

粋

の
意

識

で
あ

る
。

そ
れ

は

"認
識

し

つ

つ
あ

る

自

己
"

で
あ

り
、

本

質

的

に

"
一
切

の
も

の

の
本

質

"

〔
11
実

体

〕

で
あ

る

。

実
体

は
、

持

続

し
、

変

化

し

な

い
何

か

あ

る
も

の
で
あ
る
。

ニ
ヤ
ー

ヤ
・
ヴ

ァ

イ

シ

ェ
ー

シ
カ

に
お

い

て

は
、

自

己

は
永

遠

の
、

一
切

に
行

き

渡

っ
て

い

る
実

体

で
あ

る
。

こ
れ

ら

二

つ
の
学

派

に

お

い
て
、
自

己

は

部

分

を

有

し

て

い
な

い

の

で
あ

り
、

永

遠

〔ミ
竜
&

で
あ

る
。

自

己

は
実

体

と

し

て
理

解

さ

れ

る
。

こ
れ

ら

の
学

派

に

お

い

て
自

己

が

単

一
で

は

な

く
多

数

存

在

す

る
と

し

て
も

、
自

己

は

知

識

に
内

属

す

る

"実

体
"

で
あ

る
。

"六

派
哲

学

〃

は

実

体

論

的

な

思

考

の

図

式

を

有

し
、

非

実

体

論

的

な

思
考

の
図

式

を
有

す

る
仏

教

哲

学

と

鋭

く

対

立

す

る
。

非

実
体

論

的

な
思

考

の
図

式

を

有

す

る
仏

教

は
、

そ

れ
自

身

に
お

い

て
存

在

し

て

い

る

"実

体

"
、

お

よ

び

実
体

を

拠

り

所

と

し

て

い
る
、

そ

れ

の

"属

性

"

な

い

し

"
性

質

〃

を

否

定

せ

ざ

る

を

得

な

い
。
実

体

を

除

き

、

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

の
全

カ

テ
ゴ

リ

ー
は
、

も

ち

ろ

ん
、

実

体

に
依

存

し

て

い

る
。
実

体

、

お

よ

び

そ

れ

の
属

性

は
、

仏

教

に
よ

っ
て
否
定

さ

れ

る
。

仏

教

の
非

実

体

論

的

思

考

に
よ

れ
ば

、

六

派

哲

学

の
す

べ

て

の
実

体

論
的

な

思
考

は

拒

絶

さ
れ

る
。

仏
教

徒

は

本

来

的

自

己

、
真

実

の
自

己

、

あ

る

い

は
静

止

し

た

"存

在

"

よ

り

も
、

む

し

ろ

"生

成

〃

の
プ

ロ
セ

ス
、
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あ
る

い
は
変
化

の
現
象

に
関
心
を
抱

い
て
い
る
。
実
体

は
存
在

し
な

い
、
生
成

の
プ

ロ
セ

ス
だ
け
が
見

い
出

さ
れ

る
と

い
う

の
が
仏
教

的
思
考

で
あ

る
。
中
村
博
士

は
、
「
仏
教

で
は

…

人

間

の
倫

理
的
行
為

の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し

て
の
ア
ー
ト

マ
ン
を
承

認
し
て
い
た
」

と
言

う

け

れ

ど

も
、

行

為

の
背

後

に
行

為

者

が
存

在

す

る

の
を
否

定

す

る

の
が
仏

教

的

思
考

と

い

う

も

の

で

あ

る
。

わ

た

く

し

は
、

「
仏
教

で
は

.

.

・
行

為

の
拠

り
所

と

し

て

の

ア
ー

ト

マ
ン
は
否

定

さ
れ

て

い
た
」

と

言

わ
ざ

る
を

得

な

い
。

く

ムノ

さ

て
、
空

の
思
想

を
哲
学
的

に
基
礎

づ
け
た

ナ
ー
ガ

ー
ル
ジ

ュ
ナ

〔西
暦
紀
元
、

二
⊥

二
世
紀

頃
〕

に

つ
い
て
、
中
村
博
士

は
、

現

実

の
世
界

に
お

い
て
個

々
の
事
物

〔法
〕

は
生
起
し
、
消
滅
し
、
完
全

に
空

で
あ
り
、
無
自
性

で
あ
る
と
考
え
、
個

々
の
事
物

「
そ
れ

く
う

自
体

は
不
可
得

で
あ
り
、
空

で
あ
る
。
何

ら
か

の
概
念

を
以

て
述
語
す

る

こ
と
が

で
き
な

い
。
た
だ
否
定
的

に
の
み
表
現

さ
れ
得

る
」

〔
……
1
……
頁

〕
と
述

べ
て
い
る
。
個

々
の
事
物

が

"空

"

〔自
性
を
欠

い
て
い
る
状
態
〕

で
あ
る
と
す

れ
ば
、

そ
れ
ら

は

"無
自
性

"

で

あ

り
、
決
し

て

「
何
ら
か

の
概
念

を
以

て
述
語
す

る
こ
と

が

で
き
な

い
」
、

「
た
だ
否
定
的

に
の
み
表
現

さ
れ
得

る
」
究

極

の
実
在

で
は

な

い
。
わ
れ
わ
れ

は
、
「
諸

々
の
事
物

の
本
性

は
空

で
あ
る
と
観
ず

る
絶
対
的
立
場
を

〈
究
極

の
真
理
〉

(
…

)

の
立
場

と
呼

び
、

こ
れ

に
対

し

て
諸
法

の
あ
ら
わ
れ
を
世

人

一
般
あ

る
い
は
諸
哲
学
者
が
執
着
す

る
と
お
り

に
承
認
す
る
相
対
的
立
場
を

〈
日
常
生
活

の

真
理
〉

(
.
.
.
)

の
立
場

と

い
う
。

か
れ
は

二
種

の
真

理

(
二
諦

)
を
認

め

て
い
た
」

〔捌
頁
〕
と

い
う
、
中
村
博
士

の
叙
述

に
注

目

す

べ
き

で
あ

る
。

私

見

に
よ
れ
ば
、

ナ
ー
ガ

ー
ル
ジ

ュ
ナ
は

〈
究
極

の
真

理
〉

お
よ
び

〈
日
常
生
活

の
真
理
〉
を

カ

ン
ト
流

の
本
体

営
§

§
§

S

対

ヘ

へ

現
象

尽
壽
§

o
ミ
§

&

と

し

て
把

握

し

て

い
る

の

で

は
な

い
。

"空

"

は

"究

極

の
実

在

"

で
は

な

く

、

"縁

起

"

〔
制

約

さ

れ

て

い

る

生

起

。
廿
§
嵩
竜
黛
鶏

§
黛
も
織
§

〕

と

同

一
視

さ
れ

る
。

〈
究

極

の
真

理

〉

と

〈
日
常

生
活

の
真

理
〉

の
間

に
全

く

違

い
が

な

い

こ
と

を

、

ナ

ー
ガ

ー

ル
ジ

ュ
ナ
は
強

調

し

た

の

で
あ

る
。

も

ち

ろ

ん

、
中

村

博

士

も

空

を
縁

起

と

し

て
理

解

し

て
い

る

〔
……
頁

〕
。



30

縁
起

は

「
相
対
的

に
対
立

し

て
い
る
諸
概
念

の
う
ち

の
い
ず

れ
か

一
方

に
執
着
し
な

い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
を
ま
た

〈中
道

〉

ち

ゅ
う
が

ん

と

も

称

す

る

(
…

)
。

『
中

論

』

の
題

名

は

こ
れ

に
由

来

し
、

ま

た

ナ

ー
ガ

ー

ル
ジ

ュ
ナ

の
学
系

を

中
観

派

〔ζ
帥
O
ξ

山
日
鱒
巴

と

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

称

す

る
」
〔
皿
頁

〕
と

、

中
村

博
士

は
言

う

。
博

士

の
言

う

通

り
か

も

知

れ

な

い
。

し

か

し

、

そ
れ

に
も

か

か

わ

ら
ず

、

中

観

派

と

い

う

名

前

は

、
世

界

、

人

間

、

お

よ

び
事

物

に
関

し

て
ナ

ー
ガ

ー

ル
ジ

ュ
ナ

に
よ

っ
て
中

間

の
立

場

、
す

な

わ
ち

、

"中

道

〃

が

選

ば

れ

た

こ
と

に
由

来

す

る

わ

た

く

し

は
、

こ

の
よ

う

に
理

解

す

る
。

「
そ

れ

は
存

在

す

る
」
、

「
そ

れ

は
存

在

し

な

い
」

と

い

う

ふ

う

に
考

え

る

の
は

実
体

論

的

思

考

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

な
思

考

に
お

い
て

は
、

実

体

は
存

在

す

る
か

、

あ

る

い
は
存

在

し

な

い
か

の
い
ず

れ

か

で
あ

り
、

そ

こ

に
は

中

道

は

存

在

し

な

い
。

そ

れ

ゆ
え

に
、

中
論

頒

〔
一
五

・

一
〇

〕

に

お

い

て

ナ

ー
ガ

ー

ル
ジ

ュ
ナ
は
次

の
よ

う

に

言

う
l
l

「
『
そ
れ

は
存

在

す

る
』

と

い
う

の

は
、

永

遠

な

る
も

の

の
把

握

を

〔意
味

す

る

〕
。

『
そ
れ

は
存

在

し

な

い
』

と

い
う

の

は

、

断
絶

の
哲

学

で
あ

る
。

そ
れ

ゆ
え

に
、

賢

者

は

存

在

あ

る

い
は
無

に
頼

る

べ
き

で
は

な

い
」

と
。

「
ナ

ー
ガ

ー

ル
ジ

ュ
ナ

に

よ

る
と

、

ニ
ル
ヴ

ァ
ー

ナ

(三
署

9

騨

浬

繋

)

は
有

で
も

無

で
も

な

く

て
空

で
あ

る
」

こ

の

よ

う

に
中

村

博

士

は
言

う

〔捌
頁

〕
。

し

か

し
、

中

村

博

士

は

ナ

ー
ガ

ー

ル
ジ

ュ
ナ

の

"空

〃

を
非

実

体

論

的

に
把

握

し

て

い

る

よ

う

に

は

思

わ

れ

な

い
。

ナ

ー
ガ

ー

ル
ジ

ュ
ナ

に

よ

っ
て
批

判

さ

れ

た

の
は
、

非

仏

教

的

な

思
考

、

す

な

わ

ち
、

実

体

論

的

思
考

で
あ

っ
た
。

彼

に
よ

っ
て
提

唱

さ

れ

た

の

は
空

-ー
縁

起

と

い

う
非

実

体

論

的

思

考

で
あ

る
。

そ
し

て
、

縁

起

が
成

立

す

る
た

め

に
は
、

わ
れ

わ

れ
自

身

、

お

よ

び

も

ろ
も

ろ

の
事

物

に

"固

有

の
性

質

"

〔自

性

。

ω
<
山
σ
冨

く
巴

が
欠

け

て

い
な

け

れ

ば

な

ら
な

い
。

ナ

ー
ガ

ー
ル
ジ

ュ
ナ
に
よ

っ

て
攻

撃

さ

れ

た

の
は
、

ま

さ

に

"自

性

"

そ

の
も

の

で
あ

っ
た
。

自

性

の
欠

け

て
い

る
状

態

、

す

な

わ

ち
、

無

自

性

が

"空

性

"

で

あ

る
。

ゆ
い
し
き
せ
つ

大
乗
仏

教

の
哲
学
体
系
と
し

て
、
中
村
博

士
は
唯
識
説

お
よ
び
如
来
蔵
思
想

に

つ
い
て

ス
ケ

ッ
チ
し
、
更

に
デ

ィ
グ

ナ
ー
ガ
、
お

よ
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び
密

教
な

ど

に

つ
い
て
簡
単

に
叙
述

し

て
い
る
。
唯
識
思
想
を
代
表

す

る
の
は
、

ア
サ

ン
ガ

〔
二
九
〇

1
三
六
〇
〕
お

よ
び
ヴ

ァ
ス
バ

ン
ド

ゥ

〔三

一
六

⊥

二
九
六
〕

の
兄
弟

で
あ

る
。
中
村
博
士

は
ヴ

ァ
ス
バ

ン
ド

ゥ
の
唯

識
思
想

を

『
イ

ン
ド
思
想
史

』

〔悩

-
備
頁

〕

に
お

い
て

ス
ケ

ッ
チ
し

て
い
る
。
ヴ

ァ
ス
バ

ン
ド

ゥ
の
作
品

の
中

で
唯

識
思
想

の
入
門
書

と
し

て

一
般

に
読
ま
れ

て
い
る

の
は

『
唯
識

二
十
論
』
と

『
唯

識
三
十
頒
』

で
あ

る
。
『
唯
識

二
十
論
』

に
は
ヴ

ァ
ス
バ

ン
ド

ゥ
自

身

の
註

釈

が
灘

え

ら
れ

て
い
る
。

主

と

し

て

よ

『
唯
識

三
十
頒
』

に
拠

っ
て
、
中
村
博
士

は
唯
識
説

を
紹
介
し

て
い
る
。

中
村

博
士

は
、
「
識
と

は
対
象
を
分
別

し

て
知

る
は
た
ら
き

で
あ

る
。
万
有

は
識

に
よ

っ
て
顕
現
し
た
も
の

に
ほ
か
な
ら

ぬ
と

い

っ

へ

て
、

唯

識

(<
言

餌
冥

ぎ

勲
欝

邸
)

の
説

を

主

張

す

る
」

と

述

べ
て

い

る
。
識

電
§

§

邑

は
、

果

た
し

て

"対
象

を

分

別

し

て
知

る

は

た

ら

き

〃

で
あ

ろ

う
か
?

唯

識

説

に
お

い

て
は

、

"対

象

"

は
存

在

し

な

い

の

で
あ

る
。
わ

た
く

し
自

身

は
、
識

を

"知

ら

せ

る

こ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
〃

で
あ

る
と

理

解

す

る
。

そ

れ

ゆ

え

に
、

ヴ

ィ
ジ

ュ
ナ
プ

テ

ィ
は
知

ら

せ

る

こ
と

、
す

な

わ
ち

、

意

識

す

る
と

い
う
現

象

で
あ

る
。

そ
し
て
染

蛮

参

柔

・
乳

絵

§

§
§

§

〕
に
お
け
る

了

与

は

〃た
だ
・
だ
け
"
と
い
う
意
味
で
あ
り
・
染

蛮

参

案

・
管

h
そ

よ

っ
て
意
味
さ
れ
る
の
は

識

の
み

"
〔撫

謬

で
あ
る
・
外
的
な
指
示
対
象

〔外
界
の
事
物
〕

は

余

分

で
あ

り

、

存

在

し

な

い

の

で
あ

る
。

「
識

と

は

対
象

を
分

別

し

て
知

る

は

た

ら

き
」

で
あ

る

と

い

う

よ
り
、

む

し

ろ

意

識

だ

け

が

リ

ア

ル

で
あ

り
、

世

界

は

"知

覚

の
み
"

と

い
う

ふ

う

に
解

釈

さ

れ

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

中

村

博

士

も

次

の
よ

う

に
言

っ
て
、

識

な

い

し
知
覚

の
指
示
対
象

が
見

い
出

さ
れ
な

い
こ
と
を
指
摘
す

る
ー
ー

・
「
あ

た
か
も
夢

の
中

で
経
験
す

る
こ
と
と
同
様

に
、
外
界

の
対
象

は

実

在

し

な

い
も

の

で
あ

る

が
、

識

の
分

別

の
は

た

ら

き

に
よ

っ
て
仮

り

に
現

し
出

さ

れ

た
も

の

で
あ

る

〔顕
現

・
似
現

)
」

と
。

引

き

続

き

、

中

村

博
士

は

「
こ

の
動

き

を

識

体

の
転

変

と

い

う
。

識

体

が

転

変

し

て

三
種

の
識

を

成
立

せ

し

め

る
」

と

言

う
。

中

村

博

士

の

こ

の
説

明

に
対

す

る

ヴ

ァ
ス
バ

ン
ド

ゥ
自

身

の
言

葉

は
次

の
通

り

で
あ

ろ

う
ー

ー

「
実

に
、
自

己

〔
ア
ー

ト

マ
ン
〕

お

よ

び

事
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物

〔ダ

ル

マ
〕
と

い
う
、
種

々

に
存
在

し

て
い
る
言
語
的
慣

用
ー

こ
れ
が
識

の
転
変

で
あ
る
。

そ
し

て
、

こ
の
転
変
は
三
種
類

で
あ

る

」

〔『
唯

識

三
十

頒

』

1
〕

と

。

て
ん
ぺ
ん

〃自

己

"

お

よ

び

"事

物

"

と

い
う
言

語
的

慣

用

あ

る

い
は

比

喩

が

"識

の
転

変

"

で
あ

り
、

そ
れ

は
熟
成

、

思

考

と

名

づ

け

ら

れ

る
も

の
、

お

よ
び

対

象

の
識

の

三
種

類

で
あ

る
。

そ

れ
ら

の
中

で
、

熟

成

と

は
、

一
切

の
種

子

を
含

む

、

ア
ー

ラ

ヤ
と
名

づ

け

ら

れ

る

ほ
ん

り

ゅ
う

識

で
あ

る
。

そ
し

て
、

ア
ー

ラ

ヤ
識

は

「
奔
流

の
よ

う

に
流

転

す

る
。

ア
ー

ラ
ヤ
識

は
無

常

で
あ

る
、

い
や
、

そ
れ

は
刹

那

滅

で
あ

る
。

ア

ー

ラ

ヤ
識

は
行

為

の
種

子

を

含

み
、

二
重

に
転
変

す

る
。

最
初

に
、

そ

れ

は
自

己

中

心

的

な

思

考

と

し

て
、

次

い

で
外

界

の
事

物

の

識

と

し

て
。

思

考

と
各

づ

け
ら

れ

る
識

は

ア
ー

ラ

ヤ
識

を
拠

り
所

と

し

て

い
る
。

そ

れ

は
思

考

す

る

こ
と

を
本

質

と

し

て

い

る
。

そ
れ

は

四

つ
の
煩

悩

、

す

な

わ
ち

、

自

己

に

つ
い

て
の
見

解

、

自

己

に

つ
い

て

の
妄

想
、

自

己

に

つ
い
て

の
高

慢

、

お

よ
び
自

己

に

つ
い

て

の
愛

結

び

付

け

ら

れ

て

い
る
。

ア
ー

ラ

ヤ
識

は
行

為

の
種

子

を

含

む

識

、

思
考

と

名

づ

け

ら

れ

る
識

、
そ
し

て
六

つ
の
対

象

〔色

.
声

.

香

・
味

・
畷

・
法

〕

の
識

〔
11
六

識

〕

で
あ

る
。

目

と
色

〔形

態

〕

の
接

触

か

ら
生

じ

る

の
が

眼
識

、

耳

と
声

の
接

触

か

ら
生

じ

る

の

が

耳

識

、

鼻

と

香

の
接

触

か

ら

生

じ

る

の
が
鼻

識

、
舌

と

味

の
接

触

か

ら
生

じ

る

の
が
舌

識

、

身

体

と

触

〔触

れ

ら

れ

る

べ
き

も

の
〕

の
接

触

か

ら
生

じ

る

の
が
身

識

、

そ

し

て
思
考

と

法

〔存

在

要

因

〕

の
接

触

か

ら

生

じ

る

の
が
意

識

で
あ

る
。

ア
ー

ラ

ヤ
識

は
、

個

人

の
生

活

の
経
験

、

お

よ

び

一
切

の
精

神

現

象

の
萌

芽

を
含

ん

で

い
る
。

そ

し

て
、

「
こ

の
識

の
転

変

は
妄

想

で
あ

る

。

そ

れ

ゆ

え

に
、

こ

の

一
切

は
唯

識

で
あ

る
」

〔『
唯

識

三
十

頒
』

一
七

〕

こ

の
よ

う

に
、

人

は
知

ら

ね
ば

な

ら
な

い
。

わ

た

く

し

は
、

中

村

博

士

の
ヴ

ァ
ス

バ

ン
ド

ゥ
哲

学

の

ス
ケ

ッ
チ

に
言

及

す

る

の
を

中

途

で
や

め
、

わ

た
く

し
自

身

の

『
唯

識

三
十

頒

』

の

ス
ケ

ッ
チ
を

試

み

た
。

『
イ

ン
ド

思
想

史

』

〔怖

1

……
頁

〕

に
見

い
出

さ

れ

る
中
村

博

士

の
ヴ

ァ
ス
バ

ン
ド

ゥ
の
唯

識

に

つ
い

て

の
説

明

を

理
解

出

来

る
仏

教

の
初

心

者

は
、
実

際

に
存

在

す

る

で
あ

ろ

う
か
?

わ
た

く

し

は
、

中

村

博

士

の
唯

識

説

に
関

す

る
記

述



を

何

度

も

読

み
返

し

た

け

れ

ど
も

、

中
村

博

士

が

"唯

識

"

に

よ

っ
て
究

極

の
実

在

を

想

定

し

て

い
る

か
否

か

、
知

り
得

な

か

っ
た
。

こ

の
重

大

な

テ

ー

マ
に

つ
い

て
、

中
村

博

士

は

全
然

発

言

し

て

い
な

い

の

で
あ

る
。
私

見

に

よ

れ
ば

、

"唯

識

"

は

現

象

の
背

後

に
存

在

す

る

"物

自

体

〃

あ

る

い

は

"
唯
心

"

で
は

な

い
。

そ

れ

は

"究
極

の
実

在

"

で

は
な

く

、

わ

れ

わ

れ

の
個

別

的

な

意

識

な

い

し

"知

覚

の
み

〃

に
過

ぎ

な

い
。

ヴ

ァ
ス
バ

ン
ド

ゥ
の

"唯

心

"

に

よ

っ
て
意

味

さ
れ

る

の

は
人

間

の

"妄

想

"

で
は

な

か

ろ
う

か
?

V
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『
イ

ン
ド
思

想

史
』

に
お

い

て
、
中

村

博

士

は
現

代

イ

ン
ド

の
宗

教

改

革

運

動

に

つ
い

て
論

じ

て

い
る
。

ブ

ラ

ー

フ

マ

.
サ

マ
ー
ジ

・

お

よ

び

ア

ー

リ

ヤ

.
サ

マ
ー
ジ

と

い
う

二

つ
の
宗

教

改

革

運

動

を

経

て
、

イ

ン
ド

に

ラ
ー

マ
ク

リ

シ

ュ
ナ

〔
一
八

三

六

-

一
八

八
六

〕

お

よ

び

彼

の
弟

子

ヴ

ィ
ヴ

ェ
ー

カ

ー

ナ

ン
ダ

〔
一
八

六

三
ー

一
九

〇

二
〕

が

出

現

し

た
。

ヴ

ィ
ヴ

ェ
ー

カ

ー
ナ

ン
ダ

に

つ
い

て
、

中

村

博

士

は
次

の
よ

う

に
言

う
ー

ー

「
.

・

・

一
八

九

三

年

に

シ
カ
ゴ

で
開

か
れ

た

『世

界

宗

教
会

議

』

に
出

席

し

て
、

諸

々

の
宗

教

は

い

ず

れ

も

絶

対

の
真

理

を

明

か

そ

う
と

す

る
も

の

で
あ

る

か

ら
、

互

い

に
協

調

す

べ
き

で
あ

る
と

主

張

し

た

。

か

れ

は
欧

米

諸

国

に
教

え

を

ひ

ろ
め

、

イ

ン
ド

へ
帰

っ
て
か

ら

、

ラ

ー

マ
ク

リ

シ

ュ
ナ

の
教

え
を

社

会

活

動

の
上

に
実

践

す

る
た

め

に
、

ラ

ー

マ
ク

リ

シ

ュ
ナ

。

ミ

ッ
シ

ョ
ン
を

設

立

し

た
」

〔
㎜
頁
〕

と
。

ヴ

ィ
ヴ

ェ
ー
カ

ー

ナ

ン
ダ

は
、

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

お

よ
び

シ

ャ

ン
カ

ラ

の
不

二

=

兀
論

を

ア

メ
リ

カ
を

始

め

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
各

国

に
広

め

よ

う

と

努
力

し

た

。
彼

に
よ

っ
て
創

始

さ

れ

た

ラ
ー

マ
ク

リ

シ

ュ
ナ

・
ミ

ッ
シ

ョ
ン
は

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

を

西
洋

に
移
植

し

よ

う

と

い

う
最

初

の
試

み

で
あ

り
、

そ

れ

は
、

あ

る
程

度

、
成

功

を

収

め

た

の

で
あ

る
。
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ヴ

ィ
ヴ

ェ
ー

カ

ー

ナ

ン
ダ

は

、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

を

西

洋

に
普

及

さ

せ
、

そ

れ
を

イ

ン
ド

に
お

い

て
大
衆

化

さ

せ

た

。

「
人

間

は

神

の

す

が

た

で
あ

る

か

ら
、

人

間

に
奉

仕

す

る
活

動

は
神

に
対

す

る
活
動

は
神

に
対

す

る
崇

拝

に
ほ

か

な

い
」

と

い
う

ラ

ー

マ
ク
リ

シ

ュ
ナ

の
思

想

を
中

村

博

士

は
紹

介

し

〔㎜

1
㎜
頁

〕
、

「
わ

が
神

、

貧

し
き

者

よ
。

わ

が
神

、

病

あ

る
者

よ
。

わ
が

神

、
無

学

な

る
者

よ
」

と

い
う
彼

の

メ

ッ
セ

ー
ジ

を
伝

え

る

〔
脚
頁

〕
。

自

己

の
生

命

を

す

べ

て
他

の
人

々

の
た

め

に
捧

げ

る

と

い
う

"奉

仕

〃

が

、

彼

の
理

想

で

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

っ
た
。

し

か

し
、

こ

の

よ

う
な

確

信

は
ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ

を
信

じ

る

こ
と

か

ら
生

ま

れ

た
。

一
つ
で
あ

る
永

遠

の
ブ

ラ

フ

マ
ン
だ

け

が

真

実

で
あ

る
と

信

じ

、

彼

は
す

べ

て
の
個

人

の
目

標

を

ブ

ラ

フ

マ
ン

の
自

覚

の
中

に
見

い
出

し

た

の

で
あ

る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ブ

ッ
ダ
、

シ

ャ
ン
カ

ラ
と
並

ん

で
イ

ン
ド
思
想
史

の
三

つ
の
星

の

一
つ
で
あ

る
ガ

ー

ン
デ
ィ
ー
に

つ
い
て
の
中
村

博
士

の
記
述

は
、

全
部

で

一
頁

に
満

た
な

い
の
で
あ
る
。

ガ

ー

ン
デ

ィ
ー

〔
一
八
六
九

-

一
九

四
八
年
〕

は

「
一
九

一
四
年

以
来
国
民
会
議
派

の
指
導

者

と

し

て
、
兇

徒

の
弾
丸

に
倒
れ

る
ま

で
イ

ン
ド
民
族

の
た
め

に
活
動

し
た
」

の
で
あ
り
、
「
か
れ

の
唱
え
た
運
動

は

『
真

理

の
把

持

』

(ω
簿
感

σq
雷
げ
ロ
)
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ

る
が
、
暴
力
を
否
定
し
、
不
傷
害

(魯

言

路
)

の
理
想

を
掲
げ

て
い
る
」
。

そ
し

て

「
彼

は

平
和
的

な
手

段
を
用

い

つ

つ
、

イ
ギ

リ

ス
の
制
覇

を
覆

え

そ
う
と
し
た
。

イ
ギ

リ

ス
製
品

の
不
買

(ω<
c。
α
Φ
巴

〔自
用

の
物

の
意
〕

を

実
行
す

る
と
と
も

に
、
農
村

に
お
け

る
遊
休
労
働
力

を
利

用
し

て
家
内

工
業

を
起

こ
し
、
民
族
資
本

の
蓄
積
を
め
ざ
し

た
」

の
で
あ

る
。

「
か
れ

は
世

の
革

命
家
と
同

一
類
型

の
人

で
は
な
か

っ
た
」
と
考

え
、
中
村
博
士

は

「
宗
教
を
政
治

に
具
現

し
た

と

こ
ろ

に
、

か
れ

の

思
想
史
的

に
独
自

の
意
義

が
認
め
ら
れ
る
。

か
れ
は
イ

ン
ド
人

の
奉
ず

る
す

べ
て
の
宗
教

を
尊
重

し

て
い
た
」
と
言

い
、
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー

の
説

明
を
終

え

て
い
る
。

わ
た
く
し
は
、

ガ
ー

ン
デ

ィ
ー
に
関

す
る
中
村
博
士

の
文
章

を
全
部
引
用
し
た
。

た
だ
、

「
か
れ

は
世

の
革

命
家

と
同

一
類
型

の
人

で
は
な

か

っ
た
」
と

い
う
文
章

は
、
「
…

兇
徒

の
弾
丸

に
倒

れ
る
ま

で
イ

ン
ド
民
族

の
た
め

に
活
動
し

た
」

と

い
う
文

章

の
直

後

に
来

る

の

で

あ

る

〔『
イ

ン
ド
思

想

史
』

魏
頁

〕
。

ガ

ー

ン
デ

ィ
1

に

つ
い

て
、

中
村

博

士

は
非

常

に
簡

潔

に
ま

と
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め

て
い

る
。

し

か

し

な

が

ら
、

ガ

ー

ン
デ

ィ

ー

の
基

本

的

な
思

想

に

つ
い
て
、

わ

れ

わ

れ

は
再

検

討

す

べ
き

で
は

な

か

ろ
う

か
?

『
イ

ン
ド
思

想

史
』

の
著

者

は
、

ガ

ー

ン

デ

ィ
ー

に

つ
い

て
、

歴

史

的

な

出

来
事

と

し

て
彼

の
思
想

を
叙

述

す

る

の

に
甘

ん

じ
た

。

し

か

し
、

わ

た

く

し

は

ガ

ー

ン
デ

ィ

ー

の
思
想

を

そ

の
深

み

に
お

い

て
捉

え
、

批
判

的

に
評

価

し
た

い
と

思

う
。

ガ

ー

ン
デ

ィ
ー

に
と

っ

て
究

極

の
実

在

は

"
真

理

"

〔魯

警

〕

で

あ

る

。

ア

ド

ヴ

ァ
イ

タ

・
ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン

タ

〔
シ

ャ

ン
カ

ラ

の

ヴ

ェ
ー

ダ

ー

ン

タ

〕

に

お

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

け

る

ブ

ラ

フ

マ
ン

$

§
壽
ミ
§

〕

と

同

じ

よ

う

に
、

ガ

ー

ン
デ

ィ
ー

の

サ

テ

ィ
ヤ

〔旨

言

〕

は

一
つ
で
あ

る

も

の

で
あ

り

、

永

遠

で

あ

り
、

そ

れ
自

体

に
お

い

て
、

そ

れ

は
存

在

し

て

い
る
。

彼

に
と

っ
て
、

サ

テ

ィ
ヤ
は
神

で
あ

り

、
人

間

の
す

べ

て

の
活
動

の
中

心

は

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

サ

テ

ィ
ヤ

で
あ

る

べ
き

で
あ

る
。

人

間

生

活

の
目

標

は
神

あ

る

い

は

サ

テ

ィ
ヤ

に
奉

仕

す

る

こ
と

で
あ

り

、

ア

ヒ

ン
サ

ー

得
ミ
ミ
魯

、

非

暴

力

、

不

傷

害

〕

を
実

践

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

わ

れ

わ

れ

は

最
も

良

く

神

に
奉
仕

す

る

こ

と

が

出

来

る
。

現

代

史

に
お

い

て
、

ガ

ー

ン

デ

ィ

ー
は

"非

暴
力

〃

と

"真

理

の
把

持
"

を

自

己

の
道

具

と

し

て
使

用

し

た
政

治
的

活

動

家

と

し

て
知

ら

れ

て

い

る
。

"真

理

の
把

持

〃

に

つ
い

て
言

え
ば

、

ガ

ー

ン
デ

ィ
ー
が
最

も

大

切

に
し

た
聖

典

は

『
バ
ガ

ヴ

ァ

ッ
ド

・
ギ

ー
タ

ー
』

で
あ

る
。

し

か

し
、

『
ギ

ー
タ

i
』

に
お

け

る

ク

リ

シ

ナ
神

の
命

令

殺

害

の
肯

定

i

は

ガ

ー

ン
デ

ィ
ー

の

"
不

傷

害
"

の
思

想

と
矛

盾

す

る
。

〃
ア

ヒ

ン
サ

ー
〃

は

ガ

ー

ン
デ

ィ
ー

の
最
高

の
理

想

で
あ

る
け

れ

ど
も

、

あ

ら

ゆ

る
場

合

に
彼

は

ア
ヒ

ン
サ

ー
を
肯

定

し

て

い
た

わ

け

で
は

な

い
。

自

己

の
生

存
権

を

守

る

た

め

に
、

あ

る
状

況

に
お

い

て
ガ

ー

ン
デ

ィ
ー
は

暴
力

の
行

使

、

な

い
し
生

き
も

の

の
殺

害

を
肯

定

し

て

い
る
。

ガ

ー

ン
デ

ィ
ー

の
思
想

に
、

わ

れ

わ

れ

は
新

し

い
視

点

か

ら

ア
プ

ロ
ー

チ
す

べ
き

で
あ

る
。

ガ

ー

ン
デ

ィ
ー

に

つ
い

て

ス
ケ

ッ
チ
し

た

あ
と

で
、

中

村

博

士

は

タ
ゴ

ー

ル

〔
一
八
八

一
-

一
九

四

一
年
〕

お

よ

び

ネ

ー

ル
ー

二

八

八

九

ー

一
九

六

四
年

〕

を
扱

っ
て

い

る

〔
鵬

i

脳
頁

〕
。

タ

ゴ

ー

ル
は

ベ

ン
ガ

ル
出
身

の
イ

ン
ド

の
詩

人

で
あ

り

、

ベ

ン
ガ

ル
語

で

は

タ

ー

ク

ル

〔月
げ
欝

霞

〕

と
言

わ

れ

る
。

一
九

=

二
年

に
、

彼

は

ノ
ー

ベ

ル
文

学

賞

を
受

賞

し

た
。

ネ

ー

ル

ー

あ

る

い

は

ネ

ル

ー

は
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現

代

イ

ン
ド

の
政

治
家

で
あ

り

、
独

立

イ

ン
ド

の
初

代

の
首

相

で
あ

っ
た
。

中

村

博

士

は
彼

を

思
想

家

と
見

な

し

、

『
イ

ン
ド
思

想

史

』

に
お

い

て
ネ

ー

ル

ー
を
扱

っ
た

の

で
あ

ろ
う

。

宗

教

改
革

に

つ
い

て

ス
ケ

ッ
チ
し

た
あ

と

で
、

中
村

博

士

は

「
新

し

き
哲

学

へ
の
歩

み
」

と

い
う
項

目

に
お

い

て
、

オ

ー

ロ
ビ

ン

ド

・
ゴ

ー

シ

ュ

〔
一
八

七

ニ

ー

一
九

五

〇
年

〕
、

ラ

ー
ダ

ー
ク

リ

シ

ュ
ナ

ン

〔
一
八

八

八

年

ー

一
九

七

五

年
〕
、

お

よ
び

バ

ガ
ヴ

ァ
ー

ン

・
ダ

ー

ス

〔
一
八

六

六

1

一
九

五

八
年

〕

に

つ
い

て

ス
ケ

ッ
チ
し

て

い
る

。

そ

し

て
、

中

村

元

の

『
イ

ン
ド
思

想

史

』

の
終

章

〔第

十

一
章

〕

は
、

〔附

論

〕

科

学

思

想

で
あ

る
。

新

い

趣
呑

箏

～
伽
か

み
と

し

て
、

わ

た
く

し

は

オ

ー

ロ
ビ

ン
ド

ゥ
、

お
よ

び

ラ

ー
ダ

ー

ク

リ

シ

ュ
ナ

ン
の
哲

学

に
注
目

し
た

い
。

ラ
ー

ダ

ー

ク

リ

シ

ュ
ナ

ン
お

よ
び

ヴ

ィ
ヴ

ェ
ー

カ

ー

ナ

ン
ダ

と

同

じ

く

、

オ

ー

ロ
ビ

ン
ド

ゥ
も

、

シ

ャ

ン
カ

ラ
の
ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ
哲

学

に

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

よ

っ
て
大

き

く

影
響

さ

れ

て

い
る
。

シ

ャ

ン
カ

ラ
に
よ

れ

ば
、

究

極

の
実

在

と

し

て

の
ブ

ラ

フ

マ

ン

〔切
§

討
§
黛
昌
〕

は

一
つ
で

あ

る

も

の

で
あ

り
、
時

間

と
空

間

を
超

え

て

い

る
永

遠

の
存

在

で
あ

る

。

オ

ー

ロ
ビ

ン
ド

ゥ
お

よ
び

ラ
ー
ダ

ー

ク

リ

シ

ュ
ナ

ン

の
哲

学

は
、

シ

ャ

ン
カ

ラ

の
不

ニ

ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ

の
現

代

版

と

し

て
理
解

さ

れ

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

終

わ

り

に

わ
た
く
し
が
中
村

元

の

『
イ

ン
ド
思
想
史
』

を
取
り
上
げ
、

こ
の
書
物

を
批
判
的

に
検
討

し
た

の
は
、

こ
の
書
物
が
今
な
お
広

く

一

般

の
人

々
に
読
ま
れ
、
多

く

の
人

々
に
影
響

を
及
ぼ
し
続

け

て
い
る
か
ら

で
あ

る
。
中
村

元

の

『
イ

ン
ド
思
想
史
』

は
、
第
二
次
世

界

大
戦
後

に
出
版

さ
れ
た

『
イ

ン
ド
思
想
史
』

の
中

で
も
特

に
注
目
さ
れ

る
べ
き
作
品

で
あ

る
～

こ
の
よ
う

に
、

わ
た
く
し
は
考

え

る
。
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ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

し

か

し

、
彼

の

『
イ

ン
ド
思

想

史

』

に

ス
ケ

ッ
チ

さ
れ

て
い

る

イ

ン
ド
思
想

史

が

果

た

し

て
イ

ン
ド
精

神

の
歴

史

を

忠

実

に
わ

れ

わ

れ

に
伝

え

る
も

の
か

否

か

に

つ
い

て
、

わ
れ

わ
れ

は
反

省

す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

中

村

博

士

は
、

イ

ン
ダ

ス
文

明

に

つ
い

て
叙

述

し
、

そ

れ

か
ら

ヴ

ェ
ー
ダ

か

ら

現
代

イ

ン
ド

に
至

る

イ

ン
ド

の
精

神

史

を
扱

っ
て

い
る
。

中

村

博

士

は

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト
、

パ

ー
リ
語

、

チ

ベ

ッ

ト
語

、

あ

る

い
は
英

語

、

ド

イ

ッ
語

、

フ
ラ

ン

ス
語

な

ど

を

自
由

に
駆

使

し
、

公
平

無

私

で
あ

る
と

い
う

客
観

的

な
立

場

に
立

っ
て
、

豊

富

な

資

料

を

大

量

に
集

め

、

あ

の
有

名

な

『
イ

ン
ド
思
想

史
』

を
書

き
上

げ

た

の

で
あ

る
。

し

か

し

な

が

ら
、

中

村

元

の

『
イ

ン
ド
思

想

史

』

に
見

い
出

さ

れ

る
大
量

の
資
料

は
、

本

書

の

メ
リ

ッ
ト

で
あ

る
よ

り

も

、

む
し

ろ

お
び
た
だ

デ
メ
リ

ッ
ト

で
あ
る
と
言

え
る
か
も
知

れ
な

い
。
資
料
が
あ
ま

り
に
も
霧
し

い
場
合

に
は
、
人

は
資
料

の
重
圧

に
耐
え

ら
れ
ず
、
押

し

ヘ

ヘ

へ

つ
ぶ

さ

れ

て
し

ま

う
。

資

料

が
多

過

ぎ

る

こ
と

は
、
知

的

な
弱

さ

の
し

る

し

か
も

知

れ

な

い
。

十

九
世

紀

の
ド

イ

ッ
の
法

学

者

イ

ェ
ー

リ

ン
グ

は
、

『
ロ
ー

マ
法

の
精

神

』

〔
n

・
2
。

脳
頁
〕

に
お

い

て
、

次

の
よ

う

に
言

っ
て
い

る

「
法

学

者

を

ア

マ
チ

ュ
ア
か

ら

区

ヘ

ヘ

へ

別
す

る

の
は
、
知
識

の
量

で
は
な

い
。
法
学
者

の
価
値
を
決
定
す

る
の
は
博
識

で
は
な

い
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
誰

で
も
適
度

の
知
識

に
も

か
か
わ

ら
ず
、
卓
越
し
た
法

学
者

…

広
大

な
知
識

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
全
く
劣

っ
て

い
る
法
学
者

で
あ
り
得

る

の
で
あ
る
」
と
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

法

学
者

を

イ

ン
ド
哲

学

者

に
置

き

換

え

る

こ
と

は
、

も

ち

ろ

ん
、

可

能

で
あ

る
。

法

学
者

の
場

合

と
同

じ

よ

う

に
、

ア

マ
チ

ュ
ア

で

な

ぽ
う
だ
い

い
イ

ン
ド
哲
学
者

は
資
料

を
理
解

す

る
能
力
、
抽

象
的

思
考
能

力
を
身

に

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
膨
大
な
資
料
を
芸
術
的

に
形
成

す

る
技
能

は
、
法
学

の
場
合

だ
け

で
な
く
、
イ

ン
ド
哲
学

に
お

い
て
も
不
可
欠

で
あ
る
。

し
か

る
に
、
中
村
元

の

『
イ

ン
ド
思
想
史
』

に
欠

け

て
い
る
の
は
、
ま
さ

に
、
イ

ン
ド
思
想
史

の
資
料
を
芸
術
的

に
形
成
す

る

"技
能

"

〔閑
彗

ω
¢

で
あ

る
。

博

士

の

『
イ

ン
ド

思
想
史

』

に
見

い
出

さ
れ

る

の
は
、
大
量

の
、
あ
ま
り

に
も
大
量

の
資
料

で
あ

る
。

一
九
世
紀

の
学
界

に
お

い

て
、
自

己
自
身

の
立
場
を
離

れ
、
公
平

に
、
私
心
な
く
、
資
料

を
客
観
的

に
概
観
す

る
と

い
う
研
究
方

法
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な
ん
び
と

ひ
ょ
う
ぼ
う

が
支

配
的

で
あ

っ
た

。
生

前

、

中

村

博

士

は

、
何

人

に
よ

っ
て
も

承

認

さ

れ

る
普

遍

的

な

真

理

を
標

榜

し

て

い
た
。

し
か

し

な

が

ら
、

中

村

元

に

よ

っ
て
標

榜

さ

れ

た

よ

う

な

"普

遍

的

真

理
"

は
、

ど

こ
に
も

存

在

し

な

い
。

も

し

も
、

こ

の
世

に

"真

理

"

が

存

在

す

る

と

す

れ

ば
、

そ

れ

は

パ

ー

ス
ペ

ク

テ

ィ
ヴ

に
基

づ

く
真

理

で
あ

る
。

わ

れ

わ

れ

は
、

わ
れ

わ
れ

の

パ

ー

ス
ペ

ク

テ

ィ
ヴ
、

す

な

わ
ち

、

わ

れ

わ

れ
自

身

の
視

角

、
観

点

、

あ

る

い
は

見
方

を

通

じ

て
事

物

を

理
解

す

る

の

で
あ

る
。

一
切

の
パ

ー

ス

ペ
ク

テ

ィ
ヴ

を

離

れ

て
、

事

物

そ

の
も

の
を

知

る

こ
と

は
不

可
能

で
あ

る
。
初

期

仏

教

な

い
し
ブ

ッ
ダ

は

ア

ー

ト

マ
ン

〔
パ

ー
リ
語

。

ア

ッ
タ

ー
〕

を

否

定

し

て

い
な

い
と

い
う
中

村

説

は
、

決

し

て
普

遍
的

な
真

理

で

は
な

い
。

中

村

博

士

の

こ

の
学

説

は
、

仏

教

を

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
哲

学

な

い
し

ア
ー

ト

マ
ン
哲

学

の
流

れ

に
お

い

て
理
解

し

よ

う
と

す

る
、

バ

ラ

モ

ン
的

な

パ

ー

ス
ペ
ク

テ

ィ
ヴ

に
基

づ

い

て

い
る
。

仏

教

哲

学

は
正

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

統

バ

ラ

モ

ン
哲

学

へ
の
挑

戦

で
あ

り

、

仏
教

は
独
特

の
思

考

方

法

を
有

す

る
と

い
う
、

わ

た

く

し

の
パ

ー

ス

ペ
ク

テ

ィ
ヴ

は
、

中

村

博

士

の
そ
れ

と

決

し

て
両

立

し
な

い

の

で
あ

る
。

与

え
ら

れ

た

紙

数

に
お

い

て
、

わ

た

く

し

は
中
村

元

の

『
イ

ン
ド
思

想

史

』

に

つ
い

て

コ
メ

ン
ト

し

た
。

わ
た

く

し

の

コ
メ

ン
ト

は
、

ふ
う

び

わ
た
く
し
自
身

の
イ

ン
ド
思
想
史

の
解
釈

に
基
づ

い
て
い
る
。

一
世
を
風
靡
し
た
中
村
博

士

の

『
イ

ン
ド
思
想
史
』

に
述

べ
ら
れ

て
い

る
記
述
が
客
観
的

な
事
実

よ
り
も
、

む
し

ろ
中
村
博
士
自
身

の
個
人
的

な
解
釈

に
基
づ

い
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
中
村
説

に
わ
た
く

し
自
身

の
理
論
を
対
比

さ
せ
、
伝
統
的

な

パ
ラ
ダ
イ

ム
の
上

に
構
築

さ
れ

て
い
る
イ

ン
ド
思
想

史
を
脱
構
築

し
よ
う
と
す

る
企

て

ヘ

へ

そ

れ

が
、

わ

た

く

し

の

さ
さ

や
か

な

こ

の
論

文

で
あ

る
。


